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本日の会議に付した事件

日程第１ 第７５号議案 平成３０年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第１号）

日程第２ 第７６号議案 平成３０年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

日程第３ 第７７号議案 平成３０年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

２号）
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日程第６ 第８０号議案 平成３０年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第１号）

日程第７ 第８１号議案 平成３０年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第

１号）

日程第８ 第８２号議案 平成３０年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第１号）

日程第９ 第８３号議案 平成３０年度神河町長谷地区振興基金特別会計補正予算（第１号）

日程第１０ 第８４号議案 平成２９年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件

第８５号議案 平成２９年度神河町介護療育支援事業特別会計歳入歳出決算認定の

件

第８６号議案 平成２９年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定の

件

第８７号議案 平成２９年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定

の件

第８８号議案 平成２９年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件

第８９号議案 平成２９年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の件

第９０号議案 平成２９年度神河町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認定の件

第９１号議案 平成２９年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算認定

の件

第９２号議案 平成２９年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の

件

第９３号議案 平成２９年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の

件

第９４号議案 平成２９年度神河町水道事業会計決算認定の件

第９５号議案 平成２９年度神河町下水道事業会計決算認定の件

第９６号議案 平成２９年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の件

出席議員（１２名）

１番  納 良 幸 ７番 松 山 陽 子

２番 三 谷 克 巳 ８番 藤 森 正 晴

３番 澤 田 俊 一 ９番 藤 原 裕 和
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４番 小 寺 俊 輔 １０番 栗 原  哉

５番 吉 岡 嘉 宏 １１番 藤 原 日 順

６番 小 島 義 次 １２番 安 部 重 助

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 坂 田 英 之 主事 山 名 雅 也

説明のため出席した者の職氏名

町長 山 名 宗 悟 地 域 振 興 課 参 事 兼 施 設 連 携 ま ち づ く り 事 業 特 命 参 事

副町長 前 田 義 人 小 林 英 和

教育長 入 江 多喜夫 地域振興課参事兼農林業特命参事

町参事 石 堂 浩 一 多 田 守

総務課長 日 和 哲 朗 地籍課長 児 島 則 行

総務課参事兼財政特命参事 上下水道課長 中 島 康 之

児 島 修 二 健康福祉課長 桐 月 俊 彦

情報センター所長 藤 原 秀 洋 健康福祉課参事兼保健師事業特命参事

税務課長兼滞納整理特命参事 保 西 瞳

和 田 正 治 会計管理者兼会計課長

住民生活課長  木 浩 山 本 哲 也

住民生活課参事兼防災特命参事 病院事務長 藤 原 秀 明

田 中 晋 平 病院総務課長兼施設課長

ひと・まち・みらい課長 藤 原 広 行

藤 原 登志幸 教育課長兼センター所長

地域振興課長 藤 原 美 樹

山 下 和 久 代表監査委員 清 瀬 茂 生

午前９時００分開議

○議長（安部 重助君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員数は１２名であります。定足数に達しておりますので、第８６回

神河町議会定例会第３日目の会議を開きます。

本日は、平成２９年度神河町各会計決算審査報告のために、午後から清瀬茂生代表監

査委員に出席していただきますので、よろしくお願いいたします。執行部からの各会計
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決算説明の後に、決算審査報告をいただきますので御了承願います。

それでは、直ちに本日の会議を開きます。

日程に入る前に御連絡いたします。真弓建設課長におかれましては、事業ヒアリング

のため、それの出張のために本日欠席されますので御了承を願います。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

・ ・

日程第１ 第７５号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１、第７５号議案、平成３０年度神河町介護療育支援事

業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第７５号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成３０年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第１号）でござ

いまして、当初予算以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、歳入におきまして前年度繰越金５９５万０００円を、歳出では同額

を予備費に計上いたしております。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５９５万０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６６８万０００円とするものです。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので御了承を願います。

・ ・

日程第２ 第７６号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２、第７６号議案、平成３０年度神河町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第７６号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成３０年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）でござ

いまして、補正予算（第１号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでご

ざいます。
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補正の内容は、歳入におきまして前年度繰越金の確定による増額、歳出では財政調整

基金積立金及び国庫支出金返納金並びに療養給付費交付金返還金の確定による増額が主

なものでございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９１７万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億１１１万０００円とするものでござい

ます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

木住民生活課長。

○住民生活課長（木 浩君） 住民生活課の木でございます。それでは、第７６号

議案の詳細説明をさせていただきます。

歳入では、４款県支出金の１目保険給付費等交付金２８万円の増額、出産一時金につ

きましては、費用の３分の１を普通交付金で賄うことから、２人分８４万円の３分の１、

２８万円が増額となります。６款繰入金、一般会計繰入金、職員給与費等繰入金につい

ては、職員の人事異動に伴う１９０万０００円の減額、時間外勤務手当５１万００

０円の増額、合計１３９万０００円の減額となります。同じく一般会計繰入金、出産

育児一時金等繰入金５６万円の増額、出産一時金につきましては、費用の３分の２が法

的繰り入れとなることから、２人分８４万円の３分の２、５６万円が増額となります。

７款繰越金の前年度繰越金９７２万０００円の増額を計上しております。

歳出では、総務費の総務管理費については、歳入で説明しましたとおり人件費で１３

９万０００円の減額、プログラム開発委託料で２７万円の増額、合計１１２万００

０円の減額、２款保険給付費の出産育児一時金、２人分８４万円の増額、５款基金費の

財政調整基金積立金７５６万０００円の増額、６款諸支出金過年度分に係る国・県

負担金等返還金９６４万０００円の増額、同じく６款諸支出金の療養給付費交付金

返還金２２４万０００円の増額を計上しております。

これらにより歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９１７万円を増額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億１１１万０００円とするものでございます。

以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議のほどお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございますか。

三谷議員。

○議員（２番 三谷 克巳君） ２番、三谷でございます。１点教えていただきたいと思

います。予算書でいいますと５ページになると思うんですが、この出産一時金、これが

８４万円の増額ということです。２名分でということなんですが、これは当初、多分６
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名やったと思うんですね。６名に対して２名ふえたということは非常に喜ばしい状況な

んですが、ふえた原因いうのは、神河町全体の出産数が同じような感じでふえています

という話なのか、もしくは国保世帯のほうにたまたま加入されて、そういう形で、言い

かえますと、神河町全体の出産数はほぼ当初予定どおりやったけど、たまたま国保のほ

うに移られたから国保会計の分がふえたという、その辺の状況を教えていただきたいん

です。

○議長（安部 重助君） 木住民生活課長。

○住民生活課長（木 浩君） 転入者の方によります２人の増でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか質疑がないようでございます。質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので御了承を願います。

・ ・

日程第３ 第７７号議案

○議長（安部 重助君） 日程第３、第７７号議案、平成３０年度神河町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第７７号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成３０年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）でご

ざいまして、補正予算（第１号）以降、補正要因が生じたものについて補正するもので

ございます。

補正の内容は、歳入におきまして出納整理期間中に納入された保険料が確定したこと

による前年度繰越金２１８万０００円を、歳出では同額を後期高齢者医療広域連合納

付金の現年度分保険料等負担金に計上いたしております。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２１８万０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億８０４万０００円とするもの

でございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので御了承を願います。

・ ・
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日程第４ 第７８号議案

○議長（安部 重助君） 日程第４、第７８号議案、平成３０年度神河町介護保険事業特

別会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第７８号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成３０年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）でございま

して、補正予算（第１号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでござい

ます。

補正の内容は、歳入におきまして前年度繰越金７６２万０００円を、歳出では介

護保険給付費準備基金積立金に０６６万０００円、国県負担金等の精算に伴う償還

金に５８７万０００円、予備費に１０８万０００円を計上いたしております。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７６２万０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億５４３万円とするもので

ございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑のある方どうぞ。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので御了承を願います。

・ ・

日程第５ 第７９号議案

○議長（安部 重助君） 日程第５、第７９号議案、平成３０年度神河町土地開発事業特

別会計補正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第７９号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成３０年度神河町土地開発事業特別会計補正予算（第１号）でございま

して、当初予算以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、歳入におきまして前年度繰越金１０６万０００円を、歳出では同額

を予備費に計上いたしております。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０６万０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４３１万０００円とするものでご
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ざいます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので御了承を願います。

・ ・

日程第６ 第８０号議案

○議長（安部 重助君） 日程第６、第８０号議案、平成３０年度神河町訪問看護事業特

別会計補正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８０号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成３０年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第１号）でございま

して、当初予算以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、歳入におきまして前年度繰越金９８３万円を、歳出では同額を予備費

に計上いたしております。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９８３万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億６３６万円とするものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので御了承を願います。

・ ・

日程第７ 第８１号議案

○議長（安部 重助君） 日程第７、第８１号議案、平成３０年度神河町産業廃棄物処理

事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８１号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成３０年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第１号）でご
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ざいまして、当初予算以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、歳入におきまして前年度繰越金７７２万０００円を、歳出では管

理委託料に２５１万０００円、予備費に５２０万０００円を計上いたしておりま

す。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７７２万０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７４５万０００円とするもので

ございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきまして、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願

いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

木住民生活課長。

○住民生活課長（木 浩君） 住民生活課、髙木でございます。それでは、第８１号

議案の詳細説明をさせていただきます。

歳入においては、平成２９年度決算による繰越金を７７２万０００円計上してお

ります。

歳出におきましては、７７２万０００円のうち、２５１万０００円を管理委託

料に増額しています。内訳は、平成２９年度課税期間分の消費税支払い用に一時流用し

ました１０１万０００円の補充及び残土受け入れについて、当初見込み０００トン

のところ、７月末実績１万８００トンのため管理委託料を１５０万円増しているもの

です。残り５２０万０００円を予備費に増額しています。

以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議のほどお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので御了承を願います。

・ ・

日程第８ 第８２号議案

○議長（安部 重助君） 日程第８、第８２号議案、平成３０年度神河町寺前地区振興基

金特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８２号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成３０年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第１号）でござ
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いまして、当初予算以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、比延区から地区の事業として申請があったもので、県道長谷市川線の

歩道設置工事に伴い児童等の通学時の集合場所等がなくなることから、広場を整備され

た経費を補助金として計上するもので、８月１０日開催の寺前地区振興基金審議会にお

いて承認されたものでございます。

歳入では基金繰入金、歳出では負担金、補助及び交付金を、それぞれ２００万円増額

いたします。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２００万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５３１万０００円とするものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので御了承を願います。

・ ・

日程第９ 第８３号議案

○議長（安部 重助君） 日程第９、第８３号議案、平成３０年度神河町長谷地区振興基

金特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８３号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成３０年度神河町長谷地区振興基金特別会計補正予算（第１号）でござ

いまして、当初予算以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、長谷漁業協同組合に対する補助金を計上するもので、歳入では基金繰

入金、歳出では一般会計繰出金をそれぞれ１００万円増額いたします。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１００万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４５７万０００円とするものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

なお、本議案に対する討論、採決は最終日に行いますので御了承を願います。

・ ・
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日程第１０ 第８４号議案から第９６号議案

○議長（安部 重助君） 次に、日程第１０、第８４号議案から第９６号議案、平成２９

年度各会計歳入歳出決算認定の件を一括議題といたします。

まず、第８４号議案、平成２９年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件について、

提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８４号議案、平成２９年度神河町一般会計歳入歳出決算認定

の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

平成２９年度は、神河町の地域創生実行２年目と位置づけ積極果敢に事業を展開して

まいりました。あわせて、新たに平成２９年度から３２年度までの４年間、過疎地域の

指定を受け、神河町過疎地域自立促進計画を策定し過疎対策をスタートしたところです。

最重点施策として掲げたＣＡＴＶ光ケーブル化超高速ブロードバンド基盤整備事業を４

月に、公立神崎総合病院北館改築事業を７月に工事着手し、神河町の豊かな自然を活用

し、地域創生の目玉である峰山高原スキー場整備事業につきましては、国内１４年ぶり

の新設スキー場、峰山高原リゾートホワイトピークを１２月１３日に竣工、同月１６日

にオープン、また銀の馬車道は４月２８日に鉱石の道とともに文化庁の日本遺産に認定

されたことにあわせ、大黒茶屋を活用した道の駅「銀の馬車道・神河」が、国土交通省

の認定を受け１１月２５日にオープンするなど、新たなにぎわいの拠点が誕生し、神河

町の地域創生へ向けた事業が目に見える形となり、町の知名度、認知度のアップを含め、

実のある１年であったと確信しております。その財源には、合併特例債や過疎債など、

地方交付税算入率の高い有利な起債を発行し、財源確保を行ってまいりました。

それでは最初に、決算額につきまして申し上げます。決算書１８９ページの実質収支

に関する調書をごらんください。歳入総額１００億４３７万０００円、歳出総額９

７億１７３万０００円、歳入歳出差し引き額２億２６３万０００円で、翌年度

へ繰り越すべき財源の６４０万０００円を控除した一般会計の実質収支額は２億

６２２万０００円となっております。

続いて、決算の概要について歳入から説明を申し上げます。決算書３ページから４ペ

ージをごらんください。歳入決算額は予算現額１０２億１６４万０００円に対し、

調定額１０１億９２５万６４９円、収入済み額１００億４３７万２４０円で、

町税等につきまして２１７万５０６円を不納欠損しましたので、収入未済額は１億２

７１万９０３円となり、予算現額に対し９⒏２％、調定額に対して９⒏６％の収入で

ございます。

それでは、決算書１ページから款ごとに収入済み額を申し上げます。１款町税は１８

億９５６万１３９円、２款地方譲与税から９款地方特別交付金及び１１款交通安全
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対策特別交付金は合わせて３億８０１万５３０円、１０款地方交付税につきまして、

普通交付税は昨年度より１億１８６万０００円減額の２６億２９７万０００円、

特別交付税は昨年度より８００万円増額の６億２０万円、合わせて３２億３１７万

０００円、１２款分担金及び負担金は６５２万４２３円、１３款使用料及び手数料

は２億２１５万１６８円、１４款国庫支出金は７億５１２万２５１円、１５款

県支出金は６億４８４万１５５円、１６款財産収入は３１４万１７５円、１７

款寄附金は８７９万８４４円、１８款繰入金は３億３６６万２３７円、１９款繰

越金は２億８１６万６８６円、２０款諸収入は２億４９３万６３２円、２１款

町債は、新たに過疎対策事業債を発行したため、昨年度より９億４１３万０００円増

額の２０億６２７万０００円。

続きまして、決算書７ページから８ページをごらんください。歳出決算額は、予算現

額１０２億１６４万０００円に対し、支出済み額９７億１７３万５２９円で、

予算現額に対して９⒌５％の執行でございます。

それでは、決算書５ページから款ごとに支出済み額と主な事業等の内容につきまして

申し上げます。１款議会費は１億５０１万１８３円で、本会議場の老朽化したマイ

ク設備や映像配信装置等の議場システムを更新しました。

２款総務費は１６億３５５万３４３円で、マイナンバーカードを利用した証明書

等のコンビニ交付、税等のコンビニクレジット収納、仮想デスクトップに係るシステム

の導入や地域創生実行２年目の施策の展開、そして最重点施策である旧神崎エリアの光

ケーブル化、インターネットの超高速ブロードバンドの整備に着手しました。

３款民生費は１３億７７４万８５３円で、国民健康保険、介護保険、後期高齢者

医療の特別会計への繰出金、老人クラブへの助成、障害者及び障害児の介護給付、医療

助成、児童手当、保育所運営等の福祉サービスを提供しました。

４款衛生費は１８億０３４万３９１円で、公営企業である病院、上下水道の事業

会計への補助金と出資金、介護療育支援事業としてケアステーションかんざきへの運営

繰出金、そして最重点施策である公立神崎総合病院の北館改築事業につきましては改築

工事に着手、健康づくり対策、母子衛生においては町ぐるみ健診を中心に各種がん検診、

婦人健診、そして節目となる年齢の対象者への無料クーポン券の配付と健診、妊婦健康

診査などを実施しました。

５款農林水産業費は５億２３３万９４４円で、中播農業共済事務組合への負担金、

鹿捕獲専任班支援事業を初めとした猿・鹿・イノシシ等の有害鳥獣被害対策、水車公園

のコンビニ化と道の駅整備、広域基幹林道の工事費負担金、林業における間伐促進を実

施しました。

６款商工費は１４億７８４万５１１円で、町商工会への補助金、各観光施設の管理、

そして最重点施策であり地域創生の目玉として掲げた峰山高原スキー場を整備しました。

７款土木費は５億３５７万９３１円で、急傾斜地崩壊対策事業の負担金、区要望
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による道路橋梁補修、町道の除雪対策、町道橋梁の新設改良、橋梁の長寿命化修繕、河

川改修、そして人口減少対策である子育て世代への支援として若者世帯向け家賃補助金、

住宅取得支援補助金、リフォーム支援補助金、老朽化した柏尾団地の平成３０年度での

建てかえ移転に伴う用地購入、設計業務などを実施しました。

８款消防費は３億０９１万８７０円で、姫路市消防局へ常備消防業務の委託、小

型動力ポンプつき軽四積載車、消防ポンプ自動車、耐震性貯水槽の設置などの消防施設

の整備、平成２８年度から着手している防災行政無線システムの整備を実施しました。

９款教育費は７億６６０万３２３円で、各学校及び幼稚園の適切な管理運営、公

民館及び社会教育、体育施設を活用したさまざまな生涯教育のメニューの展開とあわせ、

神河町歴史文化基本構想における歴史文化を生かしたまちづくりに取り組みました。ま

た、学校給食につきましては、施設の適正な維持管理に努め、１年を通じて子供たちに

安全な給食を提供しました。

１０款公債費は１０億３０９万０２０円です。

１３款災害復旧費は０６９万１６０円で、平成２９年９月１６日の台風１８号、

１０月２２日の台風２１号で被災した農地、町道、河川、観光施設の復旧工事について、

平成３０年度へ繰り越しをしながら復旧に当たっていくこととしました。

なお、詳細につきましては、お手元に配付しております平成２９年度一般特別会計決

算説明資料を参考にしていただきながら、この後、会計管理者から御説明いたしますの

で、よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） ここで、さらに詳細説明を求めていきます。

山本会計管理者。

○会計管理者兼会計課長（山本 哲也君） 会計課、山本でございます。それでは、第８

４号議案、平成２９年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件につきまして、お手元配

付の決算書によりまして説明をさせていただきます。

まず、１ページから８ページにかけましては、平成２９年度一般会計歳入歳出決算書

となっております。その歳入合計額が３、４ページ、歳出合計額が７、８ページにそれ

ぞれ記載がございます。予算額、調定額、決算額等につきましては、先ほど町長のほう

から説明がありましたので、説明のほうは省かせていただきたいと思います。

それでは、歳入歳出事項別明細書によりまして、主な内容のみになりますが説明をさ

せていただきます。まず、歳入関係でございます。決算書の９、１０ページのほうをお

開きいただきたいと思います。

１款町税でございます。収入済み額１８億９５６万１３９円で、歳入総額の１⒏

８％を占め、不納欠損額は５９件、２０６万５０６円、収入未済額は３６５万７

５３円、徴収率は９⒌２％でございます。

１項町民税は、収入済み額５億２２０万７２０円で、不納欠損額は１１件、６４

万１０６円、収入未済額は８９７万５９８円、徴収率は９⒋６％でございます。１
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目個人町民税は収入済み額４億６７０万４２０円で、徴収率９⒋０％でございます。

２目法人町民税は収入済み額５４９万３００円で、徴収率９⒏９％でございます。

２項固定資産税は、収入済み額１２億２０２万３５５円で、歳入総額の１⒉７％

を占め、不納欠損額は３２件、１３３万０００円、収入未済額は１４４万４５５

円、徴収率は９⒌３％です。１目固定資産税は収入済み額１２億０６６万５５円で、

徴収率９⒌３％です。２目国有資産等所在市町村交付金及び納付金は収入済み額１３６

万３００円で、新野県営住宅や生野ダム関連などの土地建物分となっております。

３項軽自動車税は、収入済み額８９１万６００円で、不納欠損額は１６件で、８

万４００円、収入未済額は３２４万７００円、徴収率は９⒉１％でございます。

４項町たばこ税は、収入済み額５９５万０６４円で、徴収率は１００％でござい

ます。

５項鉱産税は、収入済み額４６万４００円です。

２款地方譲与税は、収入済み額７０６万０００円で、歳入総額の７％を占めて

います。内訳につきましては、次の１１、１２ページになります。まず１項地方揮発油

譲与税で収入済み額９４３万０００円、２項自動車重量譲与税で収入済み額７６

３万円となっております。

３款利子割交付金は、収入済み額２５５万０００円、４款配当割交付金は、収入済

み額９１７万０００円、５款株式等譲渡所得割交付金は、収入済み額９２２万００

０円、６款ゴルフ場利用税交付金は、収入済み額９６７万５３０円。

次の１３、１４ページのほうをお願いをいたします。７款地方消費税交付金は、収入

済み額１億８９５万０００円、８款自動車取得税交付金は、収入済み額４５３万

０００円、９款地方特例交付金は、収入済み額４５１万０００円、１０款地方交付

税は、収入済み額３２億３１７万０００円で、歳入総額の３⒉０％を占めています。

内訳は、普通交付税で２６億２９７万０００円、特別交付税で６億２０万円となって

おります。

１１款交通安全対策特別交付金は、収入済み額２３１万０００円でございます。

１５、１６ページのほうをお願いをしたいと思います。１２款分担金及び負担金は、

収入済み額６５２万４２３円で、歳入総額の５％でございます。内訳といたしま

しては、１項分担金で１３４万１０４円、１目総務費分担金は４万円で、ケーブルテレ

ビ加入金でございます。

２目農林業費分担金は５３万３８０円で、林道補修事業受益者分担金でございます。

３目土木費分担金は７６万７２４円で、町道改良工事に係ります受益者分担金とな

っています。

４目災害復旧費分担金の収入はございません。

２項負担金は５１８万３１９円で、１目総務費負担金は５５３万３６０円、熊

本県益城町からの被災地復旧復興中長期職員派遣に伴います人件費の負担金となってお
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ります。

２目民生費負担金は２２８万５４５円で、寺前保育所、神崎保育園等の運営費負担

金や老人福祉施設入所者費用徴収金となっております。

次の１７、１８ページをお願いいたします。３目衛生費負担金は９５９万８８５円

で、中播北部行政事務組合からの職員給与負担金や消火栓移設に伴います受益者負担金

となっています。

４目農林業費負担金は７７６万５２９円で、中播農業共済事務組合からの職員給与

負担分でございます。

１３款使用料及び手数料は、収入済み額２億２１５万１６８円で、収入総額の⒉

３％となっています。

１項使用料は、収入済み額２億４２２万３３８円で、１目総務使用料は１億５

２５万７７５円、過年度分も含めてケーブルテレビ利用料が主なものでございます。

不納欠損額は３件、１０万０００円、収入未済額の１５５万４００円はケーブルテ

レビ利用料分でございます。

２目衛生使用料は７３４万２６０円で、合併処理浄化槽に係る保守管理受託分で、

収入未済額は現年分、過年分合わせて２４万３５５円となっております。

３目土木使用料は３４８万４０３円で、町営住宅４団地の使用料、道路占用料、

寺前駅前２カ所の駐車場使用料、法定外公共物の使用料となっております。収入未済額

は比延住宅の過年度分１９万０８０円となっています。

１９、２０ページのほうをお願いをいたします。４目教育使用料は８１３万９０

０円で、幼稚園の保育料及び預かり保育料や地域交流センター、学童保育クラブ、公民

館、町民温水プールなどの各施設の使用料でございます。収入未済額の２万０００円

につきましては、学童保育クラブの施設使用料分となっております。

２項手数料は、収入済み額７９２万８３０円で、１目総務手数料は６２２万５３

０円、ケーブルテレビ端末機器設置手数料や町税関係証明手数料、戸籍住民基本台帳関

係の証明手数料でございます。収入未済額１万６００円につきましてはケーブルテレ

ビ端末機器設置手数料分でございます。

２目衛生手数料は１３４万１００円で、し尿くみ取りや畜犬の登録関係などに伴い

ます手数料でございます。

次の２１、２２ページをお願いいたします。３目土木手数料は３５万２００円で、屋

外広告物許可手数料や建築確認調査手数料でございます。

１４款国庫支出金は、収入済み額７億５１２万２５１円で、歳入総額の⒎４％を

占めています。

１項国庫負担金は、収入済み額３億０７９万３４５円で、１目民生費国庫負担金は

３億０４０万３３３円、私立保育所運営費負担金、国保基盤安定負担金、障害者自立

支援給付費等負担金、児童手当被用者負担金などでございます。
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２目衛生費国庫負担金は３９万円１２円で、未熟児療育医療給付事業負担金でござい

ます。

３目災害復旧費国庫負担金の収入はございません。

２３、２４ページのほうをお願いいたします。２項国庫補助金は、収入済み額４億

０４３万６８３円で、１目総務費国庫補助金は２２３万２３６円、地方創生推進

交付金、民間資金等活用事業調査費補助金交付金でございます。

２目民生費国庫補助金は４８３万０００円で、臨時福祉給付金給付事業費補助金

でございます。

３目衛生費国庫補助金は０８５万０００円で、防災安全社会資本整備費交付金な

どでございます。

４目土木費国庫補助金は１億１７５万０００円で、道整備事業に係る交付金や定

住促進や公営住宅に係ります社会資本整備総合交付金となっています。

２５、２６ページをお願いいたします。５目教育費国庫補助金は０７７万０００

円で、へき地児童生徒援助費等補助金や文化芸術振興費補助金などでございます。

６目商工費国庫補助金は１億９９８万４４７円で、地方創生拠点整備交付金でご

ざいます。

３項国庫委託金は、収入済み額３９０万２２３円で、１目総務費国庫委託金は１７

万０００円、自衛隊員募集事務委託金や中長期在留者居住地届け出事務委託費でござ

います。

２目民生費国庫委託金は３７３万２２３円で、国民年金事務委託金などでございま

す。

１５款県支出金は、収入済み額６億４８４万１５５円で、歳入総額の⒍４％を占

めています。

１項県負担金は、収入済み額１億７４８万３６８円で、１目総務費県負担金は３３

０万０６０円、県移譲事務市町交付金となっています。２目民生費県負担金は１億

４０１万８０８円で、次の２７、２８ページをお願いいたします。市立保育所運営負

担金、国保基盤安定負担金、障害者自立支援給付費等負担金、後期高齢者医療保険基盤

安定負担金、児童手当被用者負担金などでございます。

３目衛生費県負担金は１６万５００円で、未熟児療育医療給付事業負担金でござい

ます。

２項県補助金は、収入済み額３億５１６万０２３円で、１目総務費県補助金は０

９４万４００円で、バス対策費補助金、ふるさと創生推進事業補助金、市町振興支援

交付金、電源立地地域対策交付金事業補助金などが主なものでございます。

２目民生費県補助金は５０７万９７６円で、民生児童委員活動費用などの社会福

祉事業に対する補助金や、次の２９、３０ページをお開きいただきたいと思います。老

人クラブに係ります補助金、各福祉医療に対します補助金、各子ども・子育て支援交付
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金などでございます。

３１、３２ページのほうをお願いをしたいと思います。３目衛生費県補助金は４３１

万０００円で、健康増進事業やへき地診療所運営費などの補助金でございます。

４目農林業費県補助金は１億１６７万６４７円で、中山間地域等直接支払い交付

金、多面的機能支払い交付金、道の駅整備費補助金、針葉樹林と広葉樹林の混交林整備

事業負担金などでございます。

５目商工費県補助金は６５４万０００円で、峰山新宿泊施設起債償還補助金でご

ざいます。

６目土木費県補助金は１６５万０００円で、空き家対策支援事業補助金などでござ

います。

次の３３、３４ページをお願いします。７目教育費県補助金は４９４万０００円で、

小学校体験活動事業補助金、中学校のトライやる・ウイーク事業補助金、ふるさと創生

推進事業補助金、学校・家庭・地域の連携協力推進事業補助金などでございます。

９目の災害復旧費県補助金の収入はございません。

３項県委託金は、収入済み額１億２１９万７６４円で、１目総務費県委託金は

６５２万１２７円、県民税の徴収委託金、平成２９年度で執行しました県知事選挙及

び衆議院議員総選挙に係ります委託金、工業統計調査を初めとする各種統計調査の委託

金でございます。

２目民生費県委託金は７万７８０円は、援護事務市町交付金などでございます。

３５、３６ページのほうをお願いいたします。３目衛生費県委託金の収入はございま

せん。

４目農林業費県委託金は５９２万２００円で、地籍調査事業委託金、ナラ枯れ防

除事業委託金でございます。

５目商工費県委託金は７２９万０００円で、砥峰高原自然交流館の管理運営に係り

ます委託金でございます。

６目土木費県委託金は２３２万６５７円で、河川クリーン作戦事業委託金やチェー

ン着脱場維持管理委託金などが主なものでございます。

７目教育費県委託金は５万円、小学校英語教育支援充実事業委託金でございます。

１６款財産収入は、収入済み額３１４万１７５円で、歳入総額の１％を占めて

います。

１項財産運用収入は、収入済み額２６０万３３５円で、うち１目利子及び配当金

の５３７万２７５円は、各基金の運用によりまして生じた利子でございます。

３７、３８ページをお願いいたします。２目財産貸し付け収入は７２２万０６０円

で、老人保健施設用地の貸し付け収入、歯科診療所テナント等貸し付け収入、駐車場用

地貸し付け収入、携帯電話基地局用地の貸し付け収入やその他町有地貸し付け収入とい

たしまして株式会社松村組、あるいは西日本ライフなどから収入をいたしております。
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なお、川崎住宅跡地貸し付け分で収入未済額６万８００円がございます。

２項財産売り払い収入は、収入済み額５３万８４０円で、法定外公共物の売り払い

によるものでございます。

１７款寄附金は、収入済み額８７９万８４４円で、歳入総額の９％を占めており

ます。１目一般寄附金は８４４円、これにつきましてはマックスバリュから有料レジ

袋の販売収益金の寄附金でございます。

２目指定寄附金の８７８万０００円は、神河ふるさとづくり応援寄附金、指定寄

附金、そして神河まち・ひと・しごと創生寄附金でございます。

１８款繰入金は、収入済み額３億３６６万２３７円で、歳入総額の⒊６％を占め

ています。

１項他会計繰入金は、収入済み額６０４万６２６円で、３９、４０ページのほう

をお願いいたします。１目介護療育支援事業特別会計繰入金は６３８万４０４円、建

設償還金の負担分の繰り入れでございます。

２目国民健康保険事業特別会計繰入金は５３万２２２円で、特定保健指導事業経費

分などの繰り入れでございます。

３目介護保険事業特別会計繰入金は４７５万０００円で、郡の認定審査会に係りま

す人件費や光熱水費、通信費分の繰り入れでございます。

４目土地開発事業特別会計繰入金は０３６万０００円で、しんこうタウン第３期

分譲地５区画分の売却に伴います収入分の繰り入れとなっております。

５目地区振興基金特別会計繰入金は４００万円で、寺前地区振興基金特別会計及び長

谷地区振興基金特別会計から、寺前及び長谷漁業組合への補助金分の繰り入れとなって

おります。

２項基金繰入金は、収入済み額３億７６２万６１１円で、１目公共施設維持管理基

金繰入金は７３０万円、次の４１、４２ページをお願いいたします。２目用品調達基

金繰入金は３０万円、３目環境保全基金繰入金は４８万０００円、４目大河内水力発

電所対策基金繰入金は７０万７１３円、５目神河ふるさとづくり応援基金繰入金は

５００万０００円、６目財政調整基金繰入金は２億０１２万０００円、７目福祉

基金繰入金は１００万円、８目まちづくり基金繰入金は２７０万８９８円をそれぞれ

各基金の目的によりまして取り崩しの上、繰り入れを行っています。

なお、９目のケーブルテレビネットワーク維持管理基金からの繰り入れはありません

でした。

１９款繰越金は、収入済み額２億８１６万６８６円で、平成２８年度から繰り越

し財源充当額６９６万円を含んでの繰越金で、歳入総額の⒉２％を占めております。

４３、４４ページのほうをお願いいたします。２０款諸収入は、収入済み額２億４

９３万６３２円で、歳入総額の⒉２％を占めています。

１項町預金利子は、収入済み額７万４４１円で、一時預金に係ります利子分でござ
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います。

２項延滞金加算金及び過料は、収入済み額８８万１円で、町税の延滞金でございます。

３項貸付金元利収入は、収入済み額１２７万４６８円で、住宅改修・新築等に係り

ます資金の貸し付け事業分で、収入未済額は過年度分も含めて６２０万６８４円と

なっています。

４項受託事業収入は、収入済み額９１万３８３円で、県道などの草刈り、草処分に

係ります県姫路土木事務所からの環境整備受託事業収入となっています。

５項雑入は、収入済み額２億１７８万３３９円で、うち１目診療収入は３２５万

５７０円で、上小田・川上各診療所の診療報酬で、国保連合会などからの受入金とな

っています。

４５、４６ページをお願いいたします。２目雑入は２億８５２万７６９円で、宝

くじの市町交付金、消防団員退職報償金の受入金、給食費の徴収金、グリーンエコー笠

形活性化事業分と神崎フード炊飯設備の更新に係ります償還受入金のほか、決算書４６

から５０ページにかけまして、賠償補償保険金や自動車損害保険金、建物災害共済金、

峰山高原スキー場の施設使用料やＰＲ事業負担金、地球温暖化対策推進事業補助金など

を収入いたしております。収入未済額は給食事業収入で過年度分も含めまして７６万

２３１円となっています。

４９、５０ページのほうをお願いをいたします。２１款町債は、収入済み額２０億

６２７万０００円で、歳入総額の２４％を占めています。

１項町債、１目臨時財政対策債は２億７１７万０００円で、地方税収等の減少に

係るものでございます。

２目総務債は４億９００万円で、ケーブルテレビ整備に係るものでございます。

３目衛生債は０２０万円で、病院北館改築と医療機器整備に係るものでございます。

４目農林業債は９９０万円で、農業施設整備事業と広域基幹林道開設事業に係るも

のでございます。

５１、５２ページのほうをお願いをいたします。５目商工債は９億８７０万円で、

峰山高原スキー場建設に係るものでございます。

６目土木債は１億５１０万円で、急傾斜地崩壊対策事業に係るものや道路整備事業

分、橋梁長寿命化事業分や柏尾住宅に係る公営住宅整備事業分となっています。

７目消防債１億３２０万円は、消防施設整備事業及び繰越明許費分の防災行政無線シ

ステム整備事業分となっています。

９目災害復旧費事業債は３００万円で、公共土木施設災害復旧事業分となっています。

歳入合計では収入済み額１００億４３７万２４０円、不納欠損額２１７万５０６

円、収入未済額１億２７１万９０３円となっています。

起債の現在高の状況につきましては、別に配付しております決算説明資料の９５ペー

ジのほうに記載がございますので、後ほどごらんいただければと思います。
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以上、大変大ざっぱな説明になりましたけれども、歳入についての説明は以上とさせ

ていただきます。

○議長（安部 重助君） 山本管理者、そうしたらここで休憩しますんで。

ここで暫時休憩をいたします。再開を１０時２５分といたします。

午前１０時０６分休憩

午前１０時２５分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

それでは、引き続き第８４号議案、平成２９年度の決算書歳出の説明を求めます。

山本会計管理者。

○会計管理者兼会計課長（山本 哲也君） それでは、歳入の説明に続きまして歳出関係

の説明をさせていただきます。もう少しお時間のほうをお願いをしたいと思います。

決算書は５３、５４ページになります。よろしくお願いいたします。

第１款議会費でございます。支出済み額１億５０１万１８３円で、歳出総額の⒈

２％となっています。決算説明資料につきましては１６ページに記載がございます。

１項１目議会費は、議員報酬及び事務局職員３名の人件費や議会だよりの印刷費など

のほか、議会運営に係る経費を支出しております。委託料では、議場システム更新で

５９２万円を支出しております。

５５、５６ページのほうをお願いいたします。２款総務費でございます。支出済み額

１６億３５５万３４３円で、歳出総額の１⒎２％を占めています。説明資料のほう

は１６ページから３３ページになっております。

１項総務管理費は１５億１１３万９８０円で、１目一般管理費は４億９４９万

７３６円、特別職２名と一般職１２名の人件費、各区長への行政事務協力謝金、コンピ

ューター保守点検委託料及び使用料、地方バス路線の維持確保のための公共交通維持確

保対策補助金、神戸大学への寄附口座、寄附金などでございます。

５９、６０ページをお願いいたします。２目文書管理費は２７９万１８２円で、

広報紙の印刷費のほか、条例等の整備支援業務委託料、文書管理業務委託料、例規シス

テム使用料などを支出いたしております。

３目会計管理費は０４７万５７６円で、次の６１、６２ページをお願いいたしま

す。会計課職員４名の人件費が主なもので、ほかに指定金融機関への取扱手数料などを

支出いたしております。

４目財産管理費は２億００７万５６０円で、役場本庁舎や神崎支庁舎などの維持

管理経費が主なもので、公有建物や町有自動車の保険料、庁舎内外の清掃維持管理委託

料や宿日直業務、用務員業務、窓口業務等の委託料、マイクロバス運行管理委託料、公

用車両購入費などを支出し、積立金では、財政調整基金、神河ふるさとづくり応援基金、

公共施設維持管理基金、まちづくり基金にそれぞれ積み立てをいたしております。
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６３、６４ページをお願いいたします。５目交通対策費は６５５万５７４円で、

コミュニティバス運行委託料、ガードレールや反射鏡、グリーンベルトなどの交通安全

施設整備工事費や路線バスコミュニティ料金化事業負担金などを支払っております。

６５、６６ページをお願いいたします。６目企画費は２億４５６万１０４円で、

職員９名の人件費と地域おこし協力隊事業や地方創生事業などに係ります経費を支払っ

ております。

次の６７、６８ページをお願いします。それに加えまして、かみかわ木造インターン

シップ委託料、歴史的景観形成重要建造物調査委託料、整備運営事業可能性調査委託料、

地域おこし協力隊に係る自動車及び住宅の借り上げ料、歴史的景観形成重要建造物保全

改修工事では、粟賀町の竹内邸の改修工事や、次の６９、７０ページのほうをお願いい

たします。まちづくり活動補助金、コミュニティ助成金、創業促進事業補助金、シング

ルマザー移住支援協議会補助金、かみかわアグリイノベーション補助金などを支払って

おります。

７目ＣＡＴＶ管理運営費は５億６６６万３６８円で、ケーブルテレビ運営のため

の職員５名の人件費や嘱託・臨時職員の賃金などを支払っておりまして、次の７１、７

２ページのほうをお願いしたいと思います。施設の電気代、幹線ケーブル移設などの修

繕料、ケーブルテレビ施設や各機器の保守管理委託料、番組制作委託料、各種機器の使

用料、引き込み工事費のほか、平成２９年度と３０年度にかけて整備を行っております

ケーブルテレビの光ファイバー化、超高速ブロードバンド基盤整備事業に係ります設計

監理料、工事費、備品購入費を支出しておりますほか、積立金ではケーブルテレビネッ

トワーク維持基金積立金として１６万１４９円を積み立てています。

７３、７４ページをお願いいたします。８目諸費は９２１万４０６円で、新田、東

柏尾、吉冨各区の集会施設の整備に係ります補助金のほか、町税の過誤還付金や国県補

助金等の返還金などでございます。

９目総合推進費は９万円で、行財政改革推進委員会に係ります委員の報酬、費用弁償

でございます。

１０目消費者行政費は１２０万４７４円で、消費者行政に係るもので、高齢者及び

若者用啓発リーフレットやチラシの印刷、郡消費生活相談中核センターへの負担金が主

なものでございます。

７５、７６ページをお願いいたします。２項徴税費は０４６万５４２円で、１目

税務総務費は７３９万５４３円、町税事務職員５名の人件費と臨時職員賃金のほか、

土地評価総合計画等業務委託料、固定資産税基礎図面等整備業務委託料、標準地鑑定評

価業務委託料などの支出が主なものでございます。

７７、７８ページをお願いいたします。２目賦課徴収費は３０６万９９９円で、家

屋調査員謝礼や賦課徴収に係ります納付書等の印刷代、徴収指導・相談業務の委託料、

県の電子自治体推進協議会の負担金などを支払っております。
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３項戸籍住民基本台帳費は８９３万０２８円で、職員１名の人件費のほか、戸籍事

務や個人番号カード交付事務に要した事務経費でございます。

７９、８０ページをお願いいたします。４項選挙費は１８７万４７３円で、１目

選挙管理委員会費は８７２万３０５円、職員１名の人件費と選挙管理委員会委員の報

酬及び選挙経常事務に要した事務経費でございます。

２目県知事選挙費は９１５万１０４円で、平成２９年７月２日に執行いたしました

兵庫県知事選挙に要した事務経費となっています。

次の８１、８２ページをお願いします。３目町長選挙費は５１３万０９４円で、平

成２９年１１月１９日に執行いたしました神河町長選挙に要した事務経費でございます。

８３、８４ページをお願いいたします。４目衆議院議員総選挙費は８８５万９７０

円で、平成２９年１０月２２日に執行しました衆議院議員総選挙に要した事務経費でご

ざいます。

８５、８６ページをお願いいたします。５項統計調査費は４３万９８０円、毎月人

口統計や工業統計、教育統計、経済センサス統計、就業構造基本調査、住宅土地統計、

商業統計の各種統計調査のほか、統計調査員確保対策に要した経費となっています。

８９、９０ページをお願いいたします。６項監査委員費は７０万３４０円で、監査

委員報酬、費用弁償などで、例月監査、決算審査、定期監査などに要した経費でござい

ます。

３款民生費は、支出済み額１３億７７４万８５３円で、歳出総額の１⒋０％を占

めています。説明資料は３３ページから４２ページになっております。

１項社会福祉費は９億７６６万８８３円で、１目社会福祉総務費は４億１９７万

２０３円、職員４名の人件費や民生児童委員さんへの費用弁償のほか、次の９１、９

２ページをお願いします。臨時福祉給付金システムの導入経費、防犯灯のＬＥＤ化補助

金、町社会福祉協議会への補助金、本村区、野村区への集落公園等整備事業補助金、臨

時福祉給付金の給付事業補助金などを支払っておりまして、繰出金では国民健康保険事

業特別会計と介護保険事業特別会計へそれぞれ繰り出しを行っています。

２目老人福祉費は０７８万７７７円で、次の９３、９４ページをお願いいたします。

老人クラブ関係への活動補助金、広域シルバー人材センターへの負担金、各ミニデイボ

ランティアグループへの活動支援金、老人保護措置費などを支出しております。

３目心身障害者福祉費は２億１４５万０３７円で、９５、９６ページをお願いい

たします。障害者計画及び第５期障害福祉計画策定に係ります委託料、相談支援委託料、

中播福祉会への補助金、障害者等自立支援に係ります居宅介護、生活介護などの介護給

付費などを支払っております。

９７、９８ページをお願いいたします。４目医療助成費は４２０万９６８円で、

郡医師会等の協力金、医療事務処理等の委託料、システム改修委託料、重度心身障害者

や乳幼児、母子家庭、高齢重度心身障害者などの医療費が主な支払いとなっております。
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５目国民年金事務費は６２６万８３４円で、職員１名の人件費と国民年金事務に要

した事務費となっております。

９９、１００ページをお願いいたします。６目民主化推進費は１６７万０４３円で、

人権活動事業補助金などを支払っております。

７目後期高齢医療費は１億１３０万０２１円でございまして、被保険者に対しま

す療養給付費負担金や、後期高齢者医療特別会計への繰出金が主なものでございます。

２項児童福祉費は３億００８万９７０円で、１目児童福祉総務費は６６４万９

０６円、１０１、１０２ページをお願いいたします。縁結び事業委託料や各種団体への

補助金、負担金のほか、子どもを健やかに生み育てる支援金４１件分などを支払ってお

ります。

２目児童措置費は１億４５７万６９８円で、児童手当が主なものでございます。

３目保育所費は２億８８５万３６６円で、次の１０３、１０４ページをお願いいた

します。神崎保育園や寺前保育所などの私立・公立保育所運営費委託料のほか、一時預

かり事業と延長保育促進事業補助金などを支払っております。

３項災害援助費の支払いはございません。

４款衛生費は、支出済み額１８億０３４万３９１円で、歳出総額の１⒐１％を占

めています。決算説明資料のほうは４２から５１ページになります。

１項保健衛生費は９億７８０万４４２円、１目保健衛生総務費は８億７４４万

９８７円で、職員１１名の人件費や嘱託・臨時職員賃金のほか、次の１０５、１０６

ページをお願いいたします。公立神崎総合病院事業会計への補助金出資金、水道事業会

計への補助金、介護療育支援事業特別会計への繰出金を支払っております。

２目健康づくり対策費は９８３万４２４円で、健康づくり対策事業に係ります嘱

託・臨時職員や医師、看護師等の賃金、医薬材料費、個別接種委託料、各種検診事業や

健康教育、特定健診、婦人健診などの委託料を支払っております。

１０７、１０８ページをお願いいたします。３目母子衛生費は８７８万５６４円で、

乳幼児相談や各種教室などの医師や看護師等の賃金のほか、妊婦健診委託料、妊婦健診

助成金や特定不妊治療助成金、療育医療給付費などを支払っております。

１０９、１１０ページをお願いいたします。４目保健衛生施設管理費は４３６万９

３７円で、大河内保健福祉センターの施設管理に要した費用でございます。

５目診療諸費は７３７万５３０円で、川上・上小田診療所に係ります診療や診療報

酬委託料のほか、郡医師会によります在宅当番医制協力金などを支払っております。

２項環境衛生費は２４４万２８６円で、次の１１１、１１２ページをお願いしま

す。１目環境衛生費は２２７万７６２円で、職員６名の人件費と、狂犬病予防や畜犬

登録及び環境対策のための事務費、カーボンマネジメント事業管理委託料や中播北部行

政事務組合火葬場分の負担金などを支出しております。

２目公害対策費は１７万５２４円で、河川の水質調査委託料となっています。
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１１３、１１４ページをお願いいたします。３項清掃費は８億００９万６６３円

で、１目ごみ処理費は３億７７６万４３３円、廃棄物の減量化や普及啓発の取り組

みを行いまして、廃棄物処理業務などの委託料、中播北部行政事務組合クリーンセンタ

ーの負担金、町内２４団体に対しまして資源ごみ回収補助金、１６７台分の家庭用生ご

み処理容器の購入費の補助金などを支払っております。

２目し尿処理費は５億２３３万２３０円で、し尿処理に係ります事務経費のほか、中

播衛生施設事務組合の負担金、下水道事業会計への補助金、出資金などを支払っており

ます。

１１５、１１６ページをお願いいたします。５款農林水産業費は、支出済み額５億

２３３万９４４円で、歳出総額の⒌６％を占めております。説明資料は５１から６０

ページになります。

１項農業費は４億８６６万５９８円、１目農業委員会費は４０５万４７９円

で、農業委員会運営のための事務費や農業委員の報酬、事務局職員１名の人件費などが

主なものでございます。

２目農業総務費は１１４万５１３円で、職員５名の人件費と、次の１１７、１１

８ページをお願いいたします。嘱託・臨時職員の賃金、農業関係の事務に要した経費及

び中播農業共済事務組合の負担金などを支払っております。

３目農業振興費は１億３１８万２９７円で、嘱託・臨時職員の賃金や農会長さんへ

の農政事務協力謝金のほか、１１９、１２０ページをお願いいたします。猿の監視員委

託料、中山間地域等直接支払い交付金、多面的機能支払い交付金、地域農業再生協議会

補助金、鹿捕獲専任班支援事業補助金などを支払っております。

１２１、１２２ページをお願いいたします。４目農地費は６５５万６３８円で、水

路や農道などの改修工事に延べ６件分の町単独土地改良事業補助金を支払っております。

５目農業施設管理費は１億６８２万８８１円で、水車公園こっとん亭に係ります

設備等の修繕料、設計監理料、工事費や道の駅「銀の馬車道・神河」施設整備に伴いま

す工事管理料、オープニングイベントの委託料、工事費、備品購入費などに支払いを行

っております。

１２３、１２４ページをお願いいたします。６目地籍調査費は１億６８４万７９

０円で、山林部の地籍調査事業に係る経費でございまして、職員１０名の人件費、調査

に係ります推進委員の謝礼のほか、調査地区の現地測量委託料、地籍調査に関します情

報管理システムのリース料などを支払っております。

１２５、１２６ページをお願いいたします。７目山村振興対策事業費は４万０００

円、県の地域振興対策協議会への負担金でございます。

２項林業費は７０３万７０６円で、１目林業総務費は８３９万５９５円、職

員１名の人件費と県治山林道協会負担金、広域基幹林道千ケ峰・三国岳線工事負担金な

どを支払っております。

－１１０－



１２７、１２８ページをお願いいたします。２目林業振興費は８６４万１１１円

で、木工芸センターの指定管理料、ナラ枯れ対策業務委託料などのほか、町内１４の生

産森林組合への補助金、環境対策育林事業補助金、緊急防災林整備事業負担金、針葉樹

林と広葉樹林の混交林整備事業負担金、町単独間伐事業補助金などを支払っております。

３項水産業費は６６４万６４０円で、寺前、長谷、越知川の各漁協とＮＰＯ法人へ

の補助金が主なものでございます。

１２９、１３０ページをお願いいたします。６款商工費は、支出済み額１４億７８

４万５１１円でございまして、歳出総額の１⒌２％を占めています。説明資料は６１ペ

ージから６５ページとなっております。

１項商工費、１目商工振興費は１４５万５６３円で、職員４名の人件費や、旧又

右衛門跡地をＪＡ兵庫西から購入したほか、神河町商工会に運営補助金やハートフル商

品券発行に伴います商業振興事業補助金などを支払っております。

２目観光振興費は１億６８２万１８７円で、職員５名の人件費のほか、次の１３

１、１３２ページをお願いいたします。各町内観光施設に係ります修繕料、それからわ

くわく公園、それからホテルモンテ・ローザ、観光交流センター、農村環境改善センタ

ー、グリーンエコー笠形体育施設、桜華園、ヨーデルの森の各観光施設への指定管理料、

かみかわ夏まつりの事業の委託料、観光ナビリニューアルの委託料、それからホテルモ

ンテ・ローザ改修工事設計委託料や、次の１３３、１３４ページをお願いします。改修

工事費、それからグリーンエコー笠形の響の湯ボイラーの取りかえとログキャビン及び

トイレの解体工事、ヨーデルの森の空調設備改修工事などのほか、神河町観光協会への

補助金などを支払っております。また、観光施設等管理事業の観光施設ヨーデルの森改

修工事で８７０万円を３０年度へ繰り越しをいたしております。

３目大河内高原整備費は１２億９５５万７６１円で、峰山・砥峰高原整備に係る

事業費でございます。１３５、１３６ページをお願いいたします。ホテルリラクシアに

係る修繕料、設計監理委託料、工事費、それからスキー場への案内看板設置や認知プロ

モーションの委託料、スキー場及びセンターハウス工事の施工管理委託料、造成、調整

池、センターハウス、人工降雪機配管などの設備工事、スキー場臨時駐車場整備工事及

びスキー場臨時駐車場の仮設トイレの設置工事、峰山高原直通バス借り上げ料などの自

動車借り上げ料、峰山砥峰線及びスキー場内の支障木伐採に伴います立木補償費や電柱

移転補償費などを支払っております。

１３７、１３８ページをお願いをいたします。７款土木費は、支出済み額５億３５

７万９３１円で、歳出総額の⒌９％を占めています。説明資料は６６から７２ページ

でございます。

１項土木管理費、１目土木総務費は８７４万２９８円で、職員１１名の人件費の

ほか、１３９、１４０ページをお願いいたします。長谷駅、寺前駅及び新野駅のトイレ

の清掃委託料、寺前駅前駐車場及び寺前駐車場の管理委託料、公共土木積算システム保
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守委託料、岩屋・本村・鍛治区内におけます急傾斜地崩壊対策事業負担金などが主な支

払いとなっております。

２項道路橋梁費は３億０２７万７１３円で、１目道路橋梁維持費は１億７２６万

１９３円、道路照明の電気代や町道の除草作業及び除雪委託料、チェーン着脱場の管理

委託料などのほか、峰山砥峰線などの維持修繕工事、電源立地地域対策事業では鍛治大

河線の舗装修繕工事などを行っております。

１４１、１４２ページをお願いします。２目道路橋梁新設改良費は２億３００万

５２０円で、橋梁補修設計業務委託料、道路橋定期点検業務委託料、作畑・新田線測量

委託料、それから寺前橋、昭和橋、久子橋、新田大橋、下村橋、野尻橋の橋梁補修工事

や神崎・市川線、上越知２号線、裏坂線、水走り中河原線、峠線、上小田線、作畑・新

田線の道路改良工事、福山２号線道路新設工事などを実施いたしております。また、町

単独町道改良事業の町道作畑・新田線道改良工事で２８０万円、社会資本整備総合交

付金事業・橋梁長寿命化修繕工事で８５０万円の合計１３０万円を３０年度へ繰り

越しをいたしております。

３項河川費は５９８万８９６円で、防災気象情報提供業務委託料、河川クリーン

作戦事業委託料、雨量計、水位計点検及び更新業務委託料のほか、亀岩谷川、金岩谷川、

仏谷川、中茶屋川のしゅんせつ工事や護岸改修工事などを実施いたしております。

１４３、１４４ページをお願いします。４項都市計画費は７１０万５００円、かみ

かわ銀の馬車道まちづくり協議会への補助金でございます。

５項住宅費は１億１４６万５２４円で、１目住宅管理費は５６３万９７６円で、

町内４カ所の町営住宅の維持管理経費のほか、若者世帯向け家賃補助、同じく住宅取得

支援補助金、リフォーム支援補助金などを支払っております。

１４５、１４６ページをお願いします。２目住宅建設費は５８３万５４８円で、

住宅マスタープラン策定業務委託料や町営住宅柏尾団地建てかえ工事の設計及び排水計

算、擁壁調査委託料のほか、町営住宅柏尾団地の用地購入及び空き家活用支援事業補助

金などの支払いを行っております。

８款消防費は、支出済み額３億０９１万８７０円、歳出総額の⒊２％を占めてお

りまして、説明資料は７２から７４ページとなっています。

１項消防費、１目常備消防費は１億９６０万１４０円、姫路市消防局への消防事

務委託料でございます。

１４７、１４８ページをお願いします。２目非常備消防費は１２３万９４８円、本

部役員、本部づき団員、分団長、副分団長、班長、団員の報酬、それから退団者への退

職報償金、非常時の出動に伴います団員への費用弁償、各分団、各部への防火衣、防火

帽、しころ、防火衣用ベルト６４セットを購入いたしております。そのほか福祉共済制

度の掛金、公務災害補償金の掛金、退職報償金掛金などを支払っております。

３目消防施設費は１５７万８０３円で、消防各部のポンプ自動車の燃料代や修繕
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料などの維持管理経費を支払っておりますほか、１４９、１５０ページをお願いします。

為信と福本地内に耐震性貯水槽を設置しました。そのほか、岩屋部及び大山部の小型動

力ポンプつき軽四消防車と、大畑部の消防ポンプ自動車の購入などを行っております。

４目災害対策費は８４９万９７９円で、繰越明許費で整備しました防災行政無線

設備の工事費や、防災備蓄品の購入などを支払っております。

１５１、１５２ページをお願いします。９款教育費は、支出済み額７億６６０万

３２３円で、歳出総額の⒏０％を占めています。説明資料は７５ページから９２ページ

となっています。

１項教育総務費は４６６万４１６円で、１目教育委員会費は９９万７５９円、

教育委員４名の報酬、費用弁償など一般的な事務経費となっています。

２目事務局費は３６６万６５７円で、教育長及び職員５名の人件費と、次の１５

３、１５４ページをお願いします。適応教室や情報教育の指導員などの賃金やスキー実

習の委託料などを支払っております。

１５５、１５６ページをお願いします。２項小学校費は３０９万１２０円で、１

目小学校管理費は６７５万９４円、小学校４校の学校医等に係ります報酬、職員２名

の人件費や嘱託・臨時職員の賃金、各種教材などの消耗品や小学校におけます施設管理

運営経費のほか、次の１５７、１５８ページをお願いします。通学バスの委託料、校務

支援ソフト構築委託料、教職員用パソコン８３台分のリース料、寺前小学校グラウンド

擁壁及び排水路改修工事、越知谷小学校の温水暖房便座設置工事のほか、各種負担金な

どを支払っております。

１５９、１６０ページをお願いします。２目小学校教育振興費は６３４万０２６円

で、自然学校推進事業と環境体験事業への支払いを行ったほか、準要保護と特別支援学

級児童への援助費を支払っております。

３項中学校費は８０２万５５２円で、１目中学校管理費は９６６万５９９円、

神河中学校の学校医の報酬、職員１名の人件費、嘱託・臨時職員の賃金のほか、１６１、

１６２ページをお願いします。中学校におけます施設管理運営経費のほか、通学バスの

委託料、校務支援システムの構築委託料、教職員用のパソコン３５台分のリース料、対

外試合などへのバス等の自動車借り上げ料などを支払っております。

１６３、１６４ページをお願いいたします。２目中学校教育振興費は８３５万９５

３円で、外国語指導助手などの賃金や町内事業所の協力を得て実施しましたトライやる

・ウイークの委託料、準要保護と特別支援学級生徒への援助費などを支払っております。

４項幼稚園費は１億４５９万８５６円で、幼稚園４園の園医や歯科医の報酬、次の

１６５、１６６ページをお願いします。職員１２名の人件費及び嘱託・臨時職員の賃金、

幼稚園におけます施設管理運営経費を支払ったほか、次の１６７、１６８ページをお願

いします。工事請負費では寺前幼稚園の保育室のエアコン設置工事、それから同じく寺

前幼稚園のジョイント砂場枠の設置工事を行ったほか、各種負担金などを支払っており
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ます。

５項社会教育費は２億６９３万４８６円、１目社会教育総務費は９９９万５９

０円で、社会教育委員５名の報酬、職員３名の人件費、嘱託・臨時職員の賃金のほか、

次の１６９、１７０ページをお願いします。文化財関係の計画書、調査書の印刷を行っ

たほか、歴史文化基本構想策定委託料や文化財や人権文化推進のための各種補助金など

を支払っております。また、文化財保護事業の県指定文化財保存整備費等補助金で９

９４万円を３０年度へ繰り越しをいたしております。

１７１、１７２ページをお願いします。２目公民館費は１２４万２７０円で、中央

公民館及び神崎公民館、職員３名の人件費、嘱託職員、それから公民館長などの賃金、

高齢者大学の運営や公民館の各教室などの経費、公民館施設の光熱水費や修繕料などの

ほか、次の１７３、１７４ページをお願いします。施設の清掃及び管理業務委託料、公

演委託料、図書の購入、町文化協会への補助金などを支払っております。

３目社会教育施設運営費は５６９万６２６円で、児童センター、子育て学習セン

ターや地域交流センターの管理運営に係るものでございまして、地域交流センター職員

１名の人件費のほか、次の１７５、１７６ページをお願いします。各種事業の嘱託・臨

時職員の賃金、各社会教育施設の光熱水費や修繕料、地域交流センターにおけます長期

山村留学庶業務の委託料などを支払っております。

１７７、１７８ページをお願いします。６項保健体育費は２億９２９万８９３円、

１目保健体育総務費は６５４万７６１円で、保健体育一般事務に係るものでございまし

て、スポーツ推進委員の報酬、各種スポーツ大会、イベントの委託料、町体育協会への

補助金、青少年健全育成の各団体への補助金などを支払っております。

１７９、１８０ページをお願いします。２目体育施設管理費は４５２万７０１円

で、はにおか運動公園、町民体育館、町民温水プール、神崎体育センター、すぱーく神

崎、町民グラウンド、松ケ瀬グラウンドの各体育施設の管理に係る経費でございまして、

嘱託・臨時職員の賃金、各施設の光熱水費や修繕料、施設の管理委託料、スイミングス

クールの委託料、温水プールの空調設備の工事、天井張りかえ工事を行ったほか、次の

１８１、１８２ページをお願いします。温水プールのランニングマシーンとコースロー

プ及びパソコンの備品購入を行っております。

３目学校給食費は１億８２３万４３１円で、職員４名の人件費と嘱託・臨時職員

の賃金など学校給食に係る経費となっておりまして、光熱水費、調理機器等の修繕料を

支払ったほか、次の１８３、１８４ページをお願いします。施設管理の各種委託料、調

理機器等のリース料、調理室の床塗装工事、主食・副食の材料費、給食に係ります一般

備品の購入を行ったほか、準要保護や特別支援学級の児童・生徒・園児に係ります給食

の援助費などの支払いを行っております。

１０款公債費は、１０億３０９万０２０円で、歳出総額の１７％を占めていま

す。説明資料は９２、９３ページでございます。決算書は１８５、１８６ページをお願
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いします。

１目元金は、一般公共事業債や一般単独事業債などの長期債の元金の償還金で９億

２５８万７８３円。

２目利子は、一般公共事業債や一般単独事業債の利子償還金や一時借入金利子で０

５０万０１７円でございます。

３目公債諸費は、支出済み額１万２２０円で、起債償還に伴います手数料でございま

す。

１１款諸支出金は、科目設定をしておりましたが、実績はございません。

１２款予備費は４４８万０００円をそれぞれの科目に充用をいたしました。

１３款災害復旧費は０６９万１６０円で、説明資料は９３ページとなっています。

１項、１目農業用施設災害復旧費は２８０万円で、全額平成３０年度に繰り越しして

おります。

次の１８７、１８８ページをお願いします。２項１目公共土木施設災害復旧費は、河

川災害復旧に係る工事費３００万円を支出しております。また、０９０万０００円

を平成３０年度に繰り越ししております。

３項１目その他公共施設・公用施設災害復旧費は、観光施設、水車公園こっとん亭の

小屋、トイレ、そしてホテルモンテ・ローザの災害復旧に係ります工事費７６９万１

６０円を支払っております。また、かんざき大黒茶屋の修繕復旧工事で４４４万００

０円を平成３０年度に繰り越しいたしております。

歳入合計では、支出済み額９７億１７３万５２９円、翌年度繰越額１億８０８

万０００円となっております。

次の１８９ページをお願いします。一般会計決算の実質収支に関する調書でございま

す。内容につきましては、先ほど町長のほうからの提案理由の中で説明がございました

ので省かせていただきます。

１９０、１９１ページをお願いいたします。財産に関する調書でございます。まず、

土地の決算年度中の増減でございまして、行政財産では、公営住宅の項目で町営住宅柏

尾団地建てかえに伴います柏尾１４８番地の用地取得に伴いまして、土地で１６⒍２

９平方メートルが増加いたしております。普通財産での増減はございませんでした。次

に建物でございます。行政財産、観光交流施設で、木造で、峰山高原スキー場の設置に

伴いましてリフト運転室２カ所、１⒉９６平方メートル、同じくリフトの監視室２カ所、

⒍４８平方メートルの合計１⒐４４平方メートルが増加いたしております。非木造では、

水車公園こっとん亭改修に伴いまして２⒊８６平方メートルがふえまして、峰山高原ス

キー場センターハウスの新築によりまして９００平方メートルの増、合計で９２⒊８６

平方メートルの増となっておりますほか、その他施設で公立神崎総合病院北館改築に伴

います旧健康増進センターの取り壊しによりまして、６７⒍５５平方メートルが減とな

って、非木造では差し引き２４⒎３１平方メートルの増となっております。普通財産で
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の増減はございません。

次の１９２ページをお願いいたします。有価証券につきましては、株式会社グリーン

エコーの精算によりまして０２０万円の減となりまして、年度末現在高で９６０万

円となっています。出資によります権利につきましては、決算年度中での増減はござい

ませんでした。

公営企業会計への出資では、公立神崎総合病院への出資につきまして、平成２６年度

から実施しておりまして、平成２９年度で４年目となりました。平成２９年度で１億

０４５万０００円増加し、４億０４５万０００円の出資残高となっています。ま

た２９年度で、新たに下水道事業への出資を行っておりまして、６３６万０００円

が出資残高となっております。合計では、年度末現在高は５億６８２万円となってお

ります。

１９３ページをごらんください。債権でございます。債権では、住宅資金等貸付金で

元金返済によりまして８８万０００円が減、医師修学資金貸与金で３名分７２０万円

の増と貸与金の返還分がございました０８０万円の減によりまして、差し引き３６０

万円が減、債権合計で差し引き４４８万０００円の減となりまして、合計で年度末現

在高は１億０７１万０００円となっています。

基金では、それぞれの基金の目的によりまして、取り崩し及び積み立てを行いました。

財政調整基金では、差し引き２億７３０万０００円を取り崩しいたしまして、１６

億５５１万０００円の残高となったほか、基金合計での決算年度中の増減が差し引

き合計１億２３８万０００円の減となり、年度末現在高は３２億４５０万００

０円となっています。

１９４ページをお願いいたします。物品でございます。物品では、普通乗用車で２台

の更新と３台の廃車を行いまして、差し引き３台が減っております。軽四自動車では３

台の更新を行い、プラス・マイナス・ゼロで増減はございません。消防ポンプ自動車で

は大畑部のポンプ自動車の更新を行いました。台数につきましては増減はございません。

小型動力ポンプつき普通積載車では、岩屋部と大山部の積載車を、軽四積載車に更新し

ましたため２台の減となっております。小型動力ポンプつき軽四積載車では、先ほど申

しましたとおり、岩屋部と大山部で購入をいたしました関係で２台の増となっておりま

す。指令車では１台の更新を行い、増減はございませんでした。これによりまして、差

し引き合計で３台が減となりまして、合計で９２台という状況でございます。

以上が平成２９年度神河町一般会計歳入歳出決算書の説明になります。

２９年度の予算の執行に当たりましても、会計課はもとより各課、各担当がそれぞれ

町の財務規則を初めとしました諸規定を理解、遵守し、それらにのっとって会計処理を

行い、適正な収入、支出となるように努めておりますことを申し添えておきます。

以上、大変はしょった説明になりましたが、詳細説明を終わらせていただきます。よ

ろしく御審議のほうをお願いいたします。
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○議長（安部 重助君） 以上で第８４号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８５号議案、平成２９年度神河町介護療育支援事業特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８５号議案、平成２９年度神河町介護療育支援事業特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

神河町介護療育支援事業は、神崎郡３町と姫路市が共同で運営しておりまして、障害

を持つ子供の療育や家族への直接的支援はもとより、学校や各町保健担当、健康福祉事

務所との連携を通して障害を持つ子供たちを支えております。

今年度の小児療育延べ利用児数は、就学前児６８９人、就学児８９５人、合計５

８４人。

歳入総額６５６万８４８円、歳出総額７１６万５０８円、歳入歳出差し引き

額は９３９万３４０円でございます。

以上が決算の概要でございます。

なお、詳細につきましては、病院総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

病院藤原総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 広行君） 病院総務課、藤原でございます。それでは、

詳細説明を事項別明細書で説明させていただきますので、５ページ、６ページをお願い

いたします。

１款分担金及び負担金は、市川町、福崎町及び姫路市からの運営費の負担金１１８

万０００円でございます。

２款繰入金の１目一般会計繰入金は、神河町の運営負担金で０５５万円、２目訪問

看護事業特別会計繰入金１００万円は、ケアステーションの事務所を訪問看護ステーシ

ョンが利用していることから、訪問看護事業からの事務所の賃借料としての負担金でご

ざいます。

３款繰越金は５６０万５５０円です。

次に、４款諸収入、１項事業収入でございますが、１目障害児通園事業収入で２９

６万８４円、２目障害児相談支援事業収入３１０万２９０円でございます。次に、２

項受託事業収入７９万２７４円は、スタッフを各町の介護予防教室等へ講師として派

遣した事業収入でございます。３項の利用者負担金１２５万５４６円は、１割の個人

負担分でございます。４項の雑入では、各行事におけます参加費などでございます。

次に、７ページ、８ページの歳出をごらんいただきたいと思います。１款業務費０
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７７万１０４円でございます。これにつきましては、人件費が主なものでございます。

給料及び職員手当は、作業療法士、理学療法士、言語聴覚士、ケースワーカーの４名分

でございます。共済費は、その４名の共済費及び嘱託・臨時職員の社会保険料等でござ

います。７節賃金につきましては、嘱託及び臨時職員の保育士各２名と社会福祉士１名、

嘱託事務員１名、運転員２名分で０３３万８９０円でございます。８節報償費は、研

修会の講師謝金で１１万円。９節旅費、１１万９１１円。１１節需用費では、主に燃

料費、光熱水費など全体で３１９万９１１円。１２節役務費は、通話料などで６１万

３８２円。次に、８ページから１０ページの清掃維持管理、エレベーターの保守点検を

初めとした委託料が１５１万０５０円でございます。１０ページに１４節の使用料及

び賃借料は、財務会計システムの賃借料、土地の借り上げ料など７５万８５７円。１

８節の備品購入費は、事務用パソコン１台及び療育用のテーブルの購入などで１７万

４４０円。１９節負担金、補助及び交付金では、相談支援など専門研修の負担金、２７

節公課費は、自動車重量税７万４００円でございます。

３款諸支出金の一般会計繰出金６３８万４０４円は、建設償還金の負担分でござい

ます。

次に、１１ページ、１２ページには、実質収支に関する調書と財産等に関する調書を

つけておりますので、ごらんいただきたいと思います。

以上で詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８５号議案の提案説明は終わりました。

次に、第８６号議案、平成２９年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８６号議案、平成２９年度神河町国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、国民健康保険税が２億７６０万０００円、国庫支出金が３億２４４

万０００円、療養給付費交付金が２１０万０００円、前期高齢者交付金が４億

６９４万０００円、県支出金が１億８２７万０００円、共同事業交付金が３億

６８１万０００円、繰入金４９４万円、繰越金３３３万０００円などで、歳入

合計は１６億５２３万０００円となっております。

歳出では、総務費が８７４万円、保険給付費が９億３００万０００円、後期高

齢者支援金等が１億４５８万０００円、介護納付金が３４５万０００円、共同

事業拠出金が３億９４２万０００円、保健事業費が２８４万０００円などで、

歳出合計は１５億５５０万０００円となっており、歳入歳出差し引き額は９７２

万０００円で、実質収支額も同様となっております。
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以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

木住民生活課長。

○住民生活課長（木 浩君） 住民生活課、木でございます。それでは、詳細につ

きまして御説明させていただきます。

歳入の部ですけれども、事項別明細書５ページから収入済み額を中心に主な項目を説

明いたします。

１款国民健康保険税の総額は２億７６０万２８０円で、収入未済額が９８４万

３６９円であります。収入額の内訳は、１目一般被保険者分２億９２６万８３２

円で、うち現年分２億９４５万３６９円、滞納分９８１万４６３円で、税の３区

分は備考のとおりであります。２目退職被保険者分は８３３万４４８円で、うち現年

分７１０万３８０円、滞納分１２２万０６８円で、税の３区分は備考のとおりであ

ります。

２款使用料及び手数料は７万９００円で、保険税督促手数料です。

３款国庫支出金の総額は３億２４４万５７７円です。内訳は、１項国庫負担金２

億４８０万５７７円のうち、１目療養給付費等負担金が２億２７１万５７７円、

７ページ、２目高額医療費共同事業負担金０６０万０００円、３目特定健康診査等

負担金１４９万０００円、２項国庫補助金、１目財政調整交付金が７６３万００

０円です。

４款療養給付費交付金は２１０万０００円で、現年分のみです。

５款前期高齢者交付金は４億６９４万６８３円です。

９ページに入ります。６款県支出金の総額は１億８２７万２３９円です。内訳は、

１項県負担金１２６万２３９円のうち、１目高額医療費共同事業負担金９７７万

２３９円、２目特定健康診査等負担金１４９万０００円、２項県補助金１億７００万

０００円のうち、１目財政調整交付金１億５５７万０００円、２目国保育成指導費

補助金１４３万円です。

７款共同事業交付金は３億６８１万５１５円で、内訳は、高額医療費共同事業交

付金の１５６万２２０円、保険財政共同安定化事業交付金３億５２５万２９５

円です。

８款財産収入は２２万０４７円で、財政調整基金利子であります。

１１ページに入ります。９款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金の総額

は４９４万３７９円です。内訳は、１節保険基盤安定繰入金で、備考欄の保険税軽減

分６４５万４４０円、保険者支援分０９３万９３０円、２節職員給与費等繰入

金０２３万００９円、３節出産育児一時金繰入金１１２万円、４節財政安定化支援
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事業繰入金は交付税算入分であり、６１９万０００円であります。

１０款繰越金は、前年度繰越金で３３３万４３１円です。

１１款諸収入は２４６万６３６円で、内訳は、１項１目第三者納付金が１３５万９６

円、１３ページに参ります。２目返納金６万６４８円、３目雑入は７４万１１２円で、

２項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金３０万７８０円であります。

以上、歳入合計が１６億５２３万６８７円であります。

続きまして、歳出の部に入ります。事項別明細書１５ページから支出済み額の主な項

目を説明いたします。

１款総務費の総額は８７４万３８２円、１項総務管理費は８３４万７７７円で、

節の区分の主なものは給料、職員手当、共済費、委託料で、詳細は記載のとおりです。

２項徴税費は３４万６０５円で、賦課徴収費であります。

１７ページ、２款保険給付費の総額は９億３００万６４０円です。まず、目欄に

あります療養給付費と療養費の違いを申し上げます。療養給付費は、通常の診察、処置、

治療、看護の医療行為で被保険者は医療費の原則３割を支払う方式で、現物支給と言わ

れています。一方、療養費は、コルセットなどの補装具などで、被保険者が一旦全額を

支払いし、国保連合会の審査後、適正であれば７割が現金支給される方式であります。

内訳は、１項療養諸費８億１５３万５１７円、１目一般被保険者療養給付費は、件

数が４万４７０件、８億３６６万３４１円、２目退職被保険者は、９５７件で９９

７万０８９円です。３目一般被保険者の療養費は、３１７件、６００万７８９円、

４目退職被保険者等療養費４６件、２２万９８３円、５目審査支払い手数料は、レセ

プト点検手数料などで１６６万３１５円です。

２項高額療養費１億７６８万０２１円、１９ページに参ります。一般分及び高額

介護合算分合わせて８３３件で１億６７２万１００円、退職分１５件、９６万

９２１円です。

４項出産育児諸費は、件数４件で１６８万円、５項葬祭諸費、件数１６件、８０万円、

２１ページに参りまして、６項精神結核医療付加金は、０９９件、１３０万１０２円

です。

３款後期高齢者支援金等は１億４５８万８７３円で、１目後期高齢者支援金は、

厚労省基準により積算したものです。

４款前期高齢者納付金等は５５万７５４円で、これは平成２０年度から創設され、

厚労省の基準により前期高齢者の加入率、医療費から積算した額であります。

５款老人保健拠出金は３９６円です。

２３ページに参ります。６款介護給付金は３４５万３５１円で、厚労省等の基準

により積算したものです。

７款共同事業拠出金の総額は３億９４２万８０６円で、内訳は、１目高額医療費

拠出金８７４万４１１円、２目保険財政共同安定化事業拠出金２億０６７万３

－１２０－



９５円であります。

８款保健事業費の総額は２８４万０５９円で、内訳は、１項特定健康診査等事業

費５４６万２５９円は、４０歳から７５歳未満を対象とした特定健診、保健指導に係

る経費です。

２５ページに入ります。２項保健事業費７３８万８００円は、保健指導事業委託料、

無受診家庭への記念品や制度啓発パンフ、人間ドック、脳ドックなどに係る経費です。

９款基金費は、財政調整基金積立金２２万０４７円です。

１０款諸支出金の総額は２６６万４５４円で、１項１目国保税還付金１１２万５

００円、２目国庫支出金返納金は１０万３０７円で、詳細は備考に記載のとおりです。

２７ページに入ります。３目療養給付費交付金返還金８５万４２５円、４目県支出金

返納金５万０００円は、２８年度決算で過払いを受けたものを返還するものでござい

ます。

２項繰出金は５３万２２２円で、特定健診、保健指導に係る事務経費分です。

１１款予備費はゼロです。

以上、歳出合計が１５億５５０万７６２円であります。

なお、２９ページに決算実質収支を記載しております。

２９年度国民健康保険事業特別会計決算の説明は以上でございます。よろしく御審議

をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８６号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８７号議案、平成２９年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

認定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８７号議案、平成２９年度神河町後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、後期高齢者医療保険料が１億５０１万０００円、繰入金が８４８万

円、繰越金が１５９万０００円などで、歳入合計は１億５１９万０００円となっ

ております。

歳出では、総務費が８２５万０００円、後期高齢者医療広域連合納付金が１億４

６５万０００円などで、歳出合計は１億３００万０００円となっており、歳入歳

出差し引き額は２１８万０００円で、実質収支額も同様となっております。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。
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髙木住民生活課長。

○住民生活課長（木 浩君） 住民生活課、髙木でございます。それでは、詳細につ

きまして御説明をさせていただきます。

歳入の部ですが、事項別明細書５ページから収入済み額を中心に、主な項目を説明い

たします。１款後期高齢者医療保険料の総額は１億５０１万３４５円で、収入未済

額が４６万８５７円、徴収率９⒐７％であります。内訳は、１目特別徴収７９４万

５０６円、徴収率１００％です。２目普通徴収７０７万８３９円で、徴収率は現

年が９⒏７％、過年度が７⒈１％となっております。

３款繰入金の総額は８４８万１８８円で、１目事務費繰入金８２４万９８１円、

２目保険基盤安定繰入金０２３万２０７円です。

７ページに入ります。５款繰越金は、前年度繰越金１５９万６２４円です。

以上等で、歳入合計は１億５１９万２９３円であります。

続きまして、歳出の部ですが、事項別明細書９ページから支出済み額の主な項目を説

明いたします。

１款総務費の総額は８２５万９８１円で、主なものは、２節給料４１３万０００

円、３節職員手当等１７８万９４８円、４節共済費１８５万２３４円、１２節役務

費４１万３３１円。

２款後期高齢者医療広域連合納付金は１億４６５万１４４円で、備考欄の保険料

等負担金１億４４２万９３７円は、３月３１日までに徴収した額で歳入の保険料と

約６０万円の差額がありますが、３０年度に納入をいたします。同じく備考欄の保険基

盤安定制度負担金は０２３万２０７円で、歳入の保険基盤安定繰入金と同額です。

以上等で歳出合計は１億３００万２６１円であります。

なお、１３ページに決算実質収支を記載しております。

２９年度後期高齢者医療事業特別会計決算の説明は以上でございます。よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８７号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８８号議案、平成２９年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の

件について提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８８号議案、平成２９年度神河町介護保険事業特別会計歳入

歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会に認定を求めるものでございます。

歳入では、介護保険料として２億６３１万３９３円、分担金及び負担金は７５

８万０００円、使用料及び手数料は２万７００円、国庫支出金は３億７７８万

８８４円、支払基金交付金といたしまして３億９５４万４７３円、県支出金は１億

－１２２－



９７６万２７０円、財産収入は３万４５６円、繰入金は２億９５４万１５８円、

繰越金は９６７万４５３円、諸収入は５１３万８２９円、歳入合計は１３億５４

１万６１６円となっております。

歳出では、総務費で６５９万２２５円、保険給付費で１１億８６１万１５５

円、地域支援事業費で７８７万１９８円、基金積立金で６９２万０００円、諸支

出金で７７８万３５２円、歳出合計は１３億７７９万９３０円となっており、歳

入歳出差し引き額は７６２万６８６円でございます。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、健康福祉課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

桐月健康福祉課長。

○健康福祉課長（桐月 俊彦君） 健康福祉課、桐月でございます。第８８号議案の詳細

について御説明申し上げます。事項別明細書以下で説明させていただきます。５、６ペ

ージをごらんください。

歳入でございます。１款介護保険料、１節現年度分２億５６９万０３３円、現年

度分徴収率は９⒐６％でございます。６５歳以上の方の保険料でございます。２節滞納

繰り越し分６１万３６０円、徴収率２⒈３％でございます。

２款分担金及び負担金７５８万０００円、神崎郡認定審査会共同設置負担金で市

川町から８０４万円、福崎町から９５４万０００円の負担をいただいております。こ

の負担割合は介護認定者数割が５０％、審査件数割が５０％となっております。

３款使用料及び手数料は、介護保険料に係る督促手数料で、２１７件分２万７００

円でございます。

４款１項１目介護保険給付費負担金２億３５２万５６５円は、介護給付費に係る

国の負担分で、負担率は、在宅サービスに係る負担率は２０％、施設サービスに係る負

担率は１５％でございます。２項１目調整交付金４１６万円は、高齢化率などにより

調整されて国から交付されております。基本的には、負担率は⒌０％ですが、神河町は

高齢化率が高いため、⒍２８％の負担率となっております。

続きまして、７ページ、８ページをお願いします。２目地域支援事業交付金、介護予

防事業分９９９万０００円は、介護予防実施に係る国からの交付金でございます。３

目地域支援事業交付金、２目以外の事業分でございます、８７９万３１９円は、地

域包括支援センターの運営費、認知症高齢者見守り事業、権利擁護事業、在宅医療・介

護連携推進事業、生活支援体制整備事業等に係る国からの交付金でございます。４目事

業費補助金１３１万円は、法改正対応のシステム改修費に係る補助金でございます。

５款１項１目介護給付費交付金、現年度と過年度分合わせて３億７５７万０００

円、２目地域支援事業交付金、現年度と過年度分合わせて１９６万４７３円、これ
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は第２号被保険者４０歳から６４歳の方が医療保険とあわせて納めていただいた保険料

で、社会保険診療報酬支払基金を通じて交付されるものでございます。

６款１項１目介護給付費負担金、現年度と過年度分合わせて１億４８４万２７０

円、介護給付費に係る県の負担分で、在宅サービスに係る負担率は１⒉５％、施設サー

ビスに係る負担金は１⒎５％でございます。

続きまして、９、１０ページをお願いいたします。２項１目地域支援事業交付金、介

護予防事業分５５２万０００円でございます。２目地域支援事業交付金、１目以外の

事業分９３９万０００円でございます。

７款財産収入、１目利子及び配当金３万４５６円は、介護給付費準備基金に生じた

利子でございます。

８款繰入金、１目介護給付費繰入金１億９８２万２８２円、介護給付費に係る町

の１⒉５％の負担相当分でございます。２目１節一般会計繰入金、職員給与費等繰入金

５０５万４５０円は、事務職員４名、介護認定の訪問調査員２名の給与費相当分で

ございます。２節事務費繰入金２６４万６４２円は、郡認定審査会に係る神河町負

担分７７１万円とその他事務費繰入金４９３万６４２円でございます。

続きまして、１１、１２ページをお願いいたします。３節地域支援事業繰入金、介護

予防事業分３１９万６２３円、４節、３節以外の事業分、７２４万９６１円、５節

介護保険料軽減負担金繰入金１５７万２００円でございます。介護保険料軽減対象者、

１０％軽減となりますが、第一段階の被保険者で４６０名分となっております。

９款１項１目繰越金９６７万４５３円は前年度繰越金でございます。

１０款１項１目第１号被保険者延滞金１万５７４円でございます。２項１目雑入５

１２万２５５円。

１３ページ、１４ページをお願いいたします。内訳は、介護予防ケアプラン作成費５

０２万９００円と他市町からの訪問調査の受託収入３００円、成年後見制度申し立

て費用負担金１４２円、介護予防事業の参加費８万円でございます。

以上、歳入合計は１３億５４１万６１６円でございます。

続きまして、１５、１６ページをお願いいたします。歳出でございます。１款１項１

目資格業務管理費３３４万８７６円、資格及び保険料賦課業務の税務課、健康福祉

課職員２名分の人件費と法改正に伴うシステム改修委託料などの事務費でございます。

２目サービス業務管理費１１６万１３８円は、健康福祉課職員２名分の人件費と介

護認定訪問調査員２名の賃金、事務費でございます。

続きまして、１７、１８ページをお願いいたします。３目連合会負担金１４万１３２

円です。２項１目賦課徴収費３０万７８９円、賦課徴収等に係る事務費でございます。

３項介護認定審査会費５２５万５３９円、審査委員への報酬、費用弁償等々、２名

の嘱託職員賃金並びに認定審査に係るコンピューター保守点検委託料、神崎郡介護認定

審査会への職員給与分等の繰出金などの事務費でございます。

－１２４－



続きまして、１９、２０ページをお願いいたします。４項訪問調査費３８３万１６

７円、介護保険訪問調査に係る事務費で、主なものは主治医意見書料でございます。５

項運営協議会費につきましては、第７期介護保険事業計画策定委託料と策定委員会開催

に係る報酬費等２５５万５８４円でございます。

２款１項１目介護サービス給付費等諸費１１億７７６万０９５円で、前年度に比

べ⒈１６％の伸びとなっております。

続きまして、２０ページ、２１ページをお願いいたします。主なものは居宅介護サー

ビス給付費等４億６９３万４６５円、施設介護サービス給付費等４億９３０万

５２６円、地域密着型介護サービス給付費等２億８４４万８５３円、高額介護サー

ビス給付費等３０７万２５１円でございます。２項その他諸費８４万０６０円は、

介護給付費審査支払い手数料でございます。

３款１項１目介護予防生活支援サービス事業費３３３万６７８円は、要介護状態

等になられるおそれが高い状態にあられると認められる６５歳以上の方を対象として、

介護予防を実施する事業でございまして、古田先生、公立神崎総合病院のリハビリテー

ション科、ケアステーションかんざきに講師を依頼して、一般介護予防教室、認知症予

防教室、じっくり・こつこつ貯筋教室、地区巡回教室などを実施しております。

続きまして、２３、２４ページをお願いいたします。２目介護予防ケアマネジメント

事業費は１０２万９００円、要支援認定者のケアプラン作成費用に係る国保連へ支払

う負担金でございます。２項１目一般介護予防事業費１２７万７５２円は、職員１

名分の人件費と介護予防事業の委託料でございます。３項１目包括的・継続的ケアマネ

ジメント事業費０６０万２２７円は、地域包括支援センター職員３名分と嘱託主任

ケアマネ１名の人件費と法改正システム改修委託料等の事務費でございます。２目認知

症高齢者見守り事業費２１４万７９９円、認知症タッチパネル検査によりハイリスク

者を発見した場合の面接診断に係る医師の賃金と、ハイリスク者に対する認知症予防教

室、ほがらか教室や地区循環教室などに係る看護師等のスタッフの賃金でございます。

３目権利擁護事業費３３万８００円、地域見守りネットワーク会議に係る委員の謝金

等及び町が低所得者に対する成年後見制度に係る申し立てを行う費用、成年後見制度利

用支援事業助成金等でございます。

続きまして、２７、２８ページをお願いいたします。４目住宅改修支援事業費１万

０００円は、ケアマネジャーがついていない被保険者が介護保険による住宅改修を行う

ときの申請書の作成手数料でございます。５目在宅医療・介護連携推進事業費１０８万

３８２円、２回の在宅医療・介護連携推進協議会開催に係る委員謝金及び認知症ケア

推進部会、多種職連携研修部会、医療・介護連携部会の３つの部会が延べ１５回開催を

しております、それに係る報酬費等でございます。６目生活支援体制整備事業費８００

万円については、社会福祉協議会に委託しております生活支援コーディネーターの委託

料でございます。７目認知症初期集中支援推進事業１万０００円は、個別ケア会議に
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出席していただいたときの医師の賃金でございます。８目地域ケア会議推進事業００

０円、司法書士に会議出席をいただいたときの謝金でございます。４項１目支払い審査

手数料３万６６０円は、総合事業の審査支払い手数料でございます。

続きまして、２９、３０ページをお願いいたします。５款１項１目介護給付費準備基

金積立金６９２万０００円は介護保険給付費準備基金への積立金でございます。

６款１項１目第１号被保険者保険料還付金１万２５０円は、死亡等による保険料還

付金で３件でございます。２目償還金７７７万１０２円は、過年度に係る国・県負担

金等への償還金でございます。

これらにより、歳出合計は１３億７７９万９３０円でございます。

３１ページに決算実質収支に係る調書を掲載しております。

３２ページをごらんください。介護保険の準備基金につきましては、平成２９年度に

６９２万０００円を積み立て、決算年度末には２２６万０００円を保有しており

ます。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で、第８８号議案の提案説明が終わりました。

ここで昼食のため、暫時休憩いたします。再開を１３時ちょうどといたします。

午後０時０１分休憩

午後１時００分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

提案説明の前に、若干お知らせをいたします。地籍の現場でシルバー人材センターの

職員が事故に遭われ、その対応のために地籍課長から欠席届が出ております。よって、

児島地籍課長におかれましては午後から欠席されますので御了承を願います。なお、現

場につきましては根宇野だそうです。

それでは、日程に戻り、提案説明をしていただきます。

ただいま清瀬監査委員様が着席されておりますので御了承願います。

次に、第８９号議案、平成２９年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の

件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８９号議案、平成２９年度神河町土地開発事業特別会計歳入

歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入におきましては、予算現額３９９万０００円に対しまして、調定額、収入済

み額ともに４０８万６７４円で、その割合は６⒋４％であります。

歳出につきましては、予算現額３９９万０００円に対しまして、支出済み額が
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３１６万２９７円、執行率５⒈４％であります。

実質収支におきましては、歳入歳出差し引き額は０９２万３７７円となっており

ます。

次に、財産についてでございます。行政財産の保有は、公園としまして、秋桜たうん

に３６５平方メートルございます。普通財産では、宅地として、秋桜たうんに８４

９平方メートル、しんこうタウン第３期分４５８平方メートル、カクレ畑にクライン

ガルテン１８棟敷地分４９９平方メートルがあり、田畑として、しんこうタウンに５

９５平方メートルがあります。その他の土地として、しんこうタウンで５８９平方メ

ートル、カクレ畑で３８３平方メートルございます。

行政財産と普通財産と合わせて２万７３８平方メートルを所有いたしており、２８

年度と比べまして０６５平方メートルの減少となっております。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、ひと・まち・みらい課長から御説明いたしますので、よろしく

御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

それでは、平成２９年度神河町土地開発事業特別会計の歳入歳出決算について、主なも

のについて御説明を申し上げます。５ページからの事項別明細書をお願いをいたします。

まず、歳入でございますが、１款財産収入、１節土地売り払い収入で０７２万２

００円ございました。内訳といたしましては、貝野住宅用地売り払い収入として、しん

こうタウン３期分譲の５区画分が売れた収入分が０３６万０００円、クラインガル

テン、カクレ畑の２９年度の分割払いの賃貸分の土地代として３５万２００円で、大

川原区の土地と同区の１組の土地と神河町の土地の使用の合計でございまして、このう

ち町の分については１２万１１１円となっております。

次に、３款繰越金、１節前年度繰越金ですが、３３６万４７４円でございました。

歳入合計が４０８万６７４円となっております。

次に、７ページからの歳出でございますが、１款土木費、１目貝野住宅造成事業費で

すが、報償費で８０万円を支払っております。これは１区画当たり２０万円の分譲地購

入者紹介報奨金で、４区画分をお支払いいたしております。需用費の印刷製本費では、

しんこうタウンのチラシ３回分を作成をしました代金と決算書の印刷代として５７万９

６７円、また、しんこうタウン第２期のごみステーションが、昨年台風の影響を受けま

したので、修繕で３万８００円を支払っております。

次に、役務費では、しんこうタウン区を対象にした分譲地販売に関するアンケート調

査実施による郵便料として０２４円、約３万０００枚のしんこうタウン販売促進チ

ラシを年３回分の新聞折り込み料として３８万８４７円と、新聞広告を１回実施をし
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ておりまして、４２万２００円を支払っております。委託料では、草刈り等管理委託

料で、シルバー人材センターに計４回お願いをいたしております。また、しんこうタウ

ンの分譲地あっせん委託料で、宅建事業者に販売価格の３％分２４万４００円を支払

っております。

次に、２８節繰出金でございますが、しんこうタウンが５区画売れましたので、売り

払い金額の０３６万０００円を一般会計に繰り入れをいたしております。一般会計

繰り入れの残金としては、５７３万０４４円となりますので、この部分については、

平成３０年度で完済予定となっております。

次に、３目カクレ畑多自然居住推進事業費は、補償、補填及び賠償金で２３万０８

９円を大川原区と同区１組への土地代金としてお支払いをいたしております。予備費は

しんこうタウン分譲地購入者紹介報奨金の不足額として２０万円を流用をいたしており

ます。

１０ページ、一番下の歳出合計は、３１６万２９７円となっております。

１１ページ、１２ページにつきましては、町長の提案説明の中で説明をさせていただ

いておりますので、省略をさせていただきます。

以上で土地開発事業特別会計の説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろし

くお願いをいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８９号議案の提案説明が終わりました。

次に、第９０号議案、平成２９年度神河町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認定の

件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９０号議案、平成２９年度神河町訪問看護事業特別会計歳入

歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

訪問看護は、中播磨地域の病院や開業医からの依頼は多く、姫路市香寺町から朝来市

生野町までをエリアとし、訪問看護、訪問リハビリなどを行っています。また、在宅医

療、在宅ケアの推進のため、地域医療の担い手として地域住民の皆様の要望に応えるべ

く、夜間の携帯電話への転送により２４時間緊急連絡体制をとる対応も行っております。

今年度の訪問看護ステーション利用者数は９２４人、訪問総回数は１万９５４回、

収入済み額１億２３３万５６９円、支出済み額１億２５０万９５７円、歳入歳出

差し引き残額は９８３万６１２円でございます。

以上が決算の概要でございます。

なお、詳細につきましては、病院総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。
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病院藤原総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 広行君） 病院総務課、藤原でございます。それでは、

詳細説明を事項別明細書でさせていただきますので、５ページ、６ページをお願いいた

します。

この会計の歳入の主なものは事業収入でございます。１款事業収入が１億０４９万

４５０円、内訳につきましては、医療保険収入が７９３万７３６円と介護保険収

入のサービス事業収入が５６８万１８４円、居宅介護支援事業収入が、ケアプラン

作成費として６８７万５３０円でございます。

２款財産収入では、財政調整基金利子が１２０円でございます。

４款繰越金は０３８万６３７円、５款諸収入の１項受託事業収入は、介護予防受

託事業収入などで８９万３００円、２項雑入は職員健康診査助成金及び町有自動車損

害保険の受入金などで５４万０６２円でございます。

次に、歳出でございます。７ページ、８ページをお願いいたします。１款業務費につ

きましては１億１４０万７０８円で、主に訪問看護ステーションの運営に係ります人

件費で、理学療法士、作業療法士、看護師の９名分の給料及び手当でございます。共済

費は正規職員の共済費及び嘱託・臨時職員の社会保険料等でございます。また、賃金は

嘱託の事務員と看護師及び臨時の看護師の分で、４０１万８９０円でございます。

９節旅費は、普通旅費として７万８７４円。１１節需用費は、訪問用自動車の燃料代

などで３４８万３２８円。１２節役務費は通話料などで１１６万３６４円。１３節

委託料の主なものは、訪問看護委託料で、姫路市香寺町について登録看護師に委託して

おります経費など５５２万２０２円でございます。

９ページ、１０ページをお願いいたします。１４節使用料及び賃借料は、白衣リース

料などで１４９万９７１円。１８節備品購入費は、訪問看護用車両の更新などで１２

８万０６３円。１９節負担金、補助及び交付金は、研修会負担金などで１３万２６

０円。２２節補償、補填及び賠償金は、対物事故による損害賠償補償額６万６９２円。

２７節公課費は、自動車重量税４万２００円。２款公債費は、一時借入金利子で２４

９円、３款基金積立金は１０万円を積み立てております。４款諸支出金は、介護療育支

援事業会計へ事務所賃借相当として１００万円繰り出しています。歳出は以上でござい

ます。

次に、１１ページ、１２ページにつきまして、決算実質収支に関する調書と財産等に

関する調書をつけておりますので、ごらんいただきたいと思います。

以上で詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第９０号議案の提案説明が終わりました。

次に、第９１号議案、平成２９年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算

認定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。
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○町長（山名 宗悟君） 第９１号議案、平成２９年度産業廃棄物処理事業特別会計歳入

歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入では、使用料及び手数料が０４２万０００円、繰越金が５９７万円などで、

歳入合計は６４９万０００円となっております。

歳出では、産業廃棄物処理事業費が８７７万０００円で、歳出合計も８７７万

０００円となっており、歳入歳出差し引き額は７７２万０００円で、実質収支額

も同額となっております。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、住民生活課長から御説明しますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

髙木住民生活課長。

○住民生活課長（木 浩君） 住民生活課、髙木でございます。それでは、詳細につ

きまして御説明をさせていただきます。

歳入の部につきまして、事項別明細書５ページをごらんください。１款使用料及び手

数料は０４２万０９２円で、歳入総額の約８７％を占め、残土と不燃物の合計２万

８４⒌１トンの処分地使用料でございます。２款財産収入８９１円は財政調整基金

の利子です。４款繰越金５９７万１２円は前年度繰越金です。５款諸収入９万９００

円は消費税還付金です。以上、歳入合計が６４９万８９５円であります。

続きまして、歳出の部ですが、事項別明細書７ページをごらんください。１款産業廃

棄物処理事業費は８７７万４５９円で、主なものとしまして、１３節委託料は６６８

万７４１円で、内訳は備考欄の４項目です。２５節積立金１３５万０００円は財政

調整基金への積み立てです。以上等で、歳出合計が８７７万４５９円です。

なお、９ページに決算実質収支を記載しております。

２９年度産業廃棄物処理事業特別会計決算の説明は以上でございます。よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第９１号議案の提案説明が終わりました。

次に、第９２号議案、平成２９年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９２号議案、平成２９年度神河町寺前地区振興基金特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。
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歳入におきましては、予算現額４６６万０００円に対しまして、調定額、収入済み

額ともに３２１万２８６円で、その割合は６⒏９％でございます。

歳出につきましても、予算現額４６６万０００円に対しまして、支出済み額が３２

１万２８６円で、その割合は６⒏９％でございます。

また、寺前地区振興基金の決算年度末現在高は６億８２４万１５３円でございま

す。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、ひと・まち・みらい課長から御説明いたしますので、よろしく

御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

それでは、平成２９年度神河町寺前地区振興基金特別会計の歳入歳出決算について御説

明を申し上げます。

事項別明細書５ページをお願いをいたします。まず、歳入でございますが、１款繰入

金、１目基金繰入金は２２４万９６０円でございますが、内訳は、漁協分１００万円、

地区振興分１０８万１９円、事務費分１６万９４１円となっております。

次に、２款財産運用収入９７万３２６円は基金の運用益で、漁協分と地区振興分の

合計額でございます。

７ページからは、歳出でございます。１目一般管理費は、総額１６万９４１円で、２

回開催をいたしました審議会の委員報酬、費用弁償や開催経費等となってございます。

２目振興基金費は９７万３２６円で、財産運用収入分を基金に積み立てております。

３目地域振興分は、１９節負担金、補助及び交付金で１０８万１９円を１１区へ集落運

営諸経費助成金として支出をいたしております。また、２８節繰出金１００万円は、寺

前漁協の運営経費として一般会計へ繰り出しております。

以上、決算の概要の説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いをいたしま

す。

○議長（安部 重助君） 以上で第９２号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９３号議案、平成２９年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９３号議案、平成２９年度神河町長谷地区振興基金特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入におきましては、予算現額３８８万０００円に対しまして、調定額、収入済み
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額ともに３６２万８１０円で、その割合は９⒊５％でございます。

歳出につきましても、予算現額３８８万０００円に対しまして、支出済み額が３６

２万８１０円で、その割合は９⒊５％でございます。

また、長谷地区振興基金の決算年度末現在高は１億０４４万９２１円でございま

す。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、ひと・まち・みらい課長が説明しますので、よろしく御審議を

お願いします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

藤原ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（藤原登志幸君） ひと・まち・みらい課、藤原でございます。

それでは、平成２９年度神河町長谷地区振興基金特別会計の歳入歳出決算について御説

明を申し上げます。

事項別明細書５ページをお願いをいたします。まず、歳入でございますが、１款繰入

金、１目基金繰入金は３０９万９７９円でございますが、内訳は漁協分が３００万円

と事務費分９万９７９円となっております。

次に、２款財産収入５３万８３１円は、基金の運用益で漁協分と地区振興分を合わ

せたものでございます。

次に、７ページからは歳出でございます。１目一般管理費は総額９万９７９円で、

１回の審議会の委員報酬、費用弁償と開催経費となっております。２目振興基金費は５

３万８３１円で、財産運用収入分を基金に積み立てておるところでございます。３目

地域振興費、２８節繰出金は、長谷漁協の運営経費として一般会計へ繰り出した分でご

ざいます。

以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第９３号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９４号議案、平成２９年度神河町水道事業会計決算認定の件について、提出

者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９４号議案、平成２９年度神河町水道事業会計決算認定の件

について御説明申し上げます。

本議案は、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づきまして、監査委員の審査意

見書を付して議会の認定を求めるものでございます。

決算書の１０ページをお願いいたします。平成２７年度より着手した簡易水道施設整

備事業では、大河ほか４カ所で配水池の新築及び更新工事を実施しました。また、昭和

橋連絡管及び越知岩屋連絡管布設工事も完成し緊急時の対応も可能となり、安全・安心

のライフラインづくりの強化を図りました。
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収益的収支では、事業収益は４億５６９万０００円、事業費用は４億０７８万

０００円で、収支は、当年度純利益６４１万０００円となりました。

資本的収支では、資本的収入は４億４５６万０００円で、資本的支出は５億３９

０万０００円で、うち建設改良費４億７８３万０００円、企業債償還金１億６

０６万０００円となり、収支不足額１億９３４万０００円は過年度分損益勘定留

保資金等で補填いたしました。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、上下水道課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

中島上下水道課長。

○上下水道課長（中島 康之君） 上下水道課の中島でございます。それでは、第９４号

議案について詳細を御説明させていただきます。

決算書の１ページをお願いします。収益的収入及び支出で、収入の第１款水道事業収

益の決算額は４億４７３万３０９円、支出の第１款水道事業費用の決算額は４億

１２８万７２７円となりました。

２ページをお願いします。資本的収入及び支出で、収入の第１款資本的収入の決算額

は４億４５６万０００円、支出の第１款資本的支出の決算額は６億８２０万８３

８円、資本的収入額が資本的支出額に不足する額２億３６４万８３８円は、過年度

分損益勘定留保資金等で補填しました。

３ページをお願いします。損益計算書でございます。営業収益は２億８９０万８４

１円、営業費用は３億０７２万０３６円、差し引き１億１８２万１９５円の営

業損失となっています。営業外収益は１億６７９万２２３円、営業外費用は００

６万８６４円、経常利益は４９０万１６４円となりました。当年度純利益は６

４１万４５６円でございます。

次に、５ページ、６ページをごらんください。貸借対照表でございます。５ページの

資産の部では、固定資産合計額は４２億７８１万１０１円でございます。次に、流

動資産の合計は４億９８２万０６７円となり、資産合計は、固定資産と流動資産を

合計して４７億７６３万１６８円となりました。負債の部では、固定負債の企業債

が２１億６０１万５３１円でございます。

６ページをごらんください。流動負債合計は４億７５４万５８０円でございます。繰

り延べ収益では、長期前受け金が３０億０３６万７２円で、長期前受け金収益化累計

額がマイナス１６億７７１万２５９円で、繰り延べ収益合計額は１４億２６４万

８１３円となり、負債合計額は３９億６１９万９２４円となっています。

次に、資本の部で、資本金合計が４億３７４万５０１円、剰余金では、工事負担

金が５４８万８７９円で、利益剰余金の当年度未処分利益剰余金が２億２２０万
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８６４円となっており、剰余金合計は３億７６８万７４３円で、資本合計は８億１

４３万２４４円で、負債資本合計は４７億７６３万１６８円となりました。

７ページをお願いします。キャッシュフロー計算書でございます。業務活動によるキ

ャッシュフローは１億３７３万２５０円で、投資活動によるキャッシュフローはマ

イナス４億８６１万０１６円となっています。財務活動によるキャッシュフローは

１億７３３万０３１円となっています。資金の減少額として１億７５５万７３

５円で、資金の期首の残高が６億３６９万３２６円あったので、資金の期末残高とし

て４億６０３万５９１円となっています。

８ページ、９ページは注記表でございます。重要事項の説明を記載しております。

次は、決算附属書類でございます。１０ページにつきましては、先ほど町長から説明

しましたので、省略させていただきます。

次に、１１ページ、１２ページをお願いします。２の工事については、主要な工事を

記載しております。全部で１２件となっています。３、業務量では、年間配水量は１７

５万２４４立米で、年間有収水量は１１１万１４９立米で、有収率は６⒊６２％と

なりました。

１４ページをごらんください。⑵企業債及び一時借入金の概要でございます。企業債

の前年度末残高は２１億６７１万４９５円で、本年度借入額は３億３４０万円、本

年度償還高１億６０６万９６９円の償還により、本年度末残高が２３億４０４万

５２６円となりました。

次に、１５ページの収益費用明細書で、消費税抜きの金額でございます。収入。１款

水道事業収益は４億７４１万２３７円で、１項１目１節の水道使用料は２億５２３

万６６０円で、内訳は、基本料金、超過料金とメーター使用料でございます。３目４

節の雑収益のうち、新規加入金は１５件で１８１万８１９円となっています。続いて、

２項営業外収益は１億６７９万２２３円で、主なものは、一般会計からの補助金

７０３万円と長期前受け金戻し入れで０９７万８９１円となっています。

次に、１７ページの支出でございます。１款水道事業費用は４億０９９万７８１

円で、１項１目の原水及び浄水費が５９０万９７７円で、これは１２カ所の浄水場

に係る経費でございます。次に、２目の配水及び給水費で２６１万９４０円、これ

は配水池や配水管等に係るものでございます。

次に、１８ページでございます、３目受託工事費は、消火栓移設工事ほかで７７万

８３０円、４目の総係費が０５８万１２８円で、職員４名の人件費や事務費が主な

ものです。

次に、１９ページをお願いします。５目の減価償却費は２億４７９万４０２円で、

建物、構築物等の減価償却費でございます。現金支出を伴わない営業費用となっており

ます。

次に、２０ページで、２項の営業外費用が００６万８６４円で、うち企業債借入
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償還利子８５１万１８９円となっています。３項の特別損失は２０万８８１円で、

過年度水道料金減免還付金でございます。

次に、２１ページは、資本的収入及び支出でございます。資本的収入については、水

道施設整備事業債で３億３４０万円、簡易水道等施設整備事業国庫補助金で１億１１６

万０００円の収入がありました。

次に、２２ページの資本的支出では、１款１項１目の事務費で事業費に係る職員給料

１名分を計上しています。総額で９２４万２０２円でございます。２目施設費で４億

８４５万００１円で、主なものは、１節の委託料で実施設計、施工管理等業務費用

で７８３万０００円、２節の工事請負費で簡易水道施設整備事業で４億０６２万

００１円となっています。

２３ページをお願いします。２項企業債償還金で、借入償還元金として１億６０６

万９６９円を支出しています。

２４ページをお願いします。固定資産明細書でございます。表の右下の年度末償却未

済額は４２億７８１万１０１円となっています。

２５ページと２６ページは企業債明細表で、２６ページ一番下の欄の未償還残高合計

は２３億４０４万５２６円となっています。

参考資料として、補填財源明細書、固定資産減価償却明細書、経営分析書を添付させ

ていただいております。その他、決算説明資料につきましては、添付しているのでごら

んいただきたいと思います。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議お願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第９４号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９５号議案、平成２９年度神河町下水道事業会計決算認定の件について、提

出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９５号議案、平成２９年度神河町下水道事業会計決算認定の

件について御説明申し上げます。

本議案は、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づきまして、監査委員の審査意

見書を付して議会の認定を求めるものでございます。

決算書の１０ページをお願いいたします。当町の下水道事業は、全町で生活排水処理

施設が整備されており、集合処理区での生活排水処理率は９⒏７％と高い数字で、住民

の皆様には快適な生活環境を提供しております。

平成２９年度は、大河内処理区、南小田処理区、上小田処理区の統廃合実施設計書作

成や粟賀南部浄化センター長寿命化工事に着手し、下水道事業を将来にわたり継続する

ため、経営の健全化、安定化に向けた取り組みをしております。

収益的収支では、事業収益が７億５８６万０００円、事業費用は６億０１７万

０００円で、収支では、当年度純利益７７０万０００円となりました。
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資本的収支では、資本的収入は２億５６９万０００円、資本的支出は４億７５

０万０００円で、うち建設改良費は９４８万０００円、企業債償還金は４億８

０２万０００円となり、収入不足額２億１８１万０００円は過年度分損益勘定留

保資金等で補填いたしました。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、上下水道課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

中島上下水道課長。

○上下水道課長（中島 康之君） 上下水道課の中島でございます。それでは、第９５号

議案について詳細を説明させていただきます。

決算書の１ページをお願いします。収益的収入及び支出で、収入では、第１款下水道

事業収益の決算額は７億３１６万６６８円、支出では、第１款下水道事業費用の決

算額は６億３４５万８９６円となりました。

２ページをお願いします。資本的収入及び支出で、収入は、第１款資本的収入の決算

額は２億５６９万０００円、支出は、第１款資本的支出の決算額は５億１４６万

１２６円、資本的収入額が資本的支出額に不足する額２億５７７万１２６円は、過

年度分損益勘定留保資金等で補填しました。

３ページをお願いします。損益計算書でございます。営業収益は４億０８０万３

４３円、営業費用では５億７７６万２４０円となっていまして、差し引き後の営業

損失は６９５万８９７円でございます。営業外収益は２億５０５万１１３円と

なっています。営業外費用は１億２４１万０８１円です。営業収支から営業外収支

を引くと５６８万１３５円の経常利益となり、当年度純利益は７７０万２４９

円となりました。

次に、５ページ、６ページは貸借対照表でございます。５ページで、資産の部として、

固定資産の有形固定資産合計額は９９億８６２万５４９円で、固定資産合計額は同

額となっています。次に、流動資産で、流動資産合計が４億２５４万７７２円で、

資産合計は１０４億１１７万３２１円です。負債の部の固定負債の企業債は４５億

２７４万６６９円、固定負債合計は同額となっています。

６ページをごらんください。流動負債の負債合計は５億２７１万３６０円です。

繰り延べ収益で、長期前受け金が６１億７７５万５４円、長期前受け金収益化累計額

はマイナス２６億４７８万２７３円で、繰り延べ収益合計は３５億２９６万７８

１円で、負債合計は８６億８４２万８１０円となっています。

資本の部でございます。資本金の資本金合計は２７億５５７万３５７円、剰余金は、

資本剰余金で１億２７９万６４６円、利益剰余金で当年度未処理欠損金が１１億

５６１万４９２円で、剰余金合計額はマイナス９億２８１万８４６円、資本合計

－１３６－



は１７億２７５万５１１円、負債資本合計は１０４億１１７万３２１円でござい

ます。

７ページをごらんください。キャッシュフロー計算書でございます。業務活動による

キャッシュフローは２億２３４万８６０円、投資活動によるキャッシュフローはマ

イナス９２３万３４６円、財務活動によるキャッシュフローはマイナス２億８７

５万５３６円となります。資金の増加額は４３５万９７８円で、資金期首残高が

３億６７８万５１３円だったので、資金期末残高は４億１１４万４９１円とな

りました。

８ページ、９ページは注記表でございます。この注記表は決算書でわかりにくいもの、

重要なものとして引当金の計上方法、セグメントごとの営業収益等を記載しております。

決算附属書類の１０ページは、町長が説明しましたので、省略させていただきます。

１２ページをごらんください。⑴業務量で、公共が３施設、農集が５施設、コミプラ

が４施設で、合計１２処理施設の状況でございます。

１３ページをお願いします。⑵イ、企業債については、平準化債の借り入れと建設改

良企業債の合計で１億２９０万円、４億８０２万５３６円の償還により本年度末残

高は５０億８２５万１６４円となりました。

次に、１４ページをお願いします。収益費用明細書でございます。主な事項について

説明させていただきます。

収入で、１款下水道事業収益は７億８００万９１５円です。１項１目１節の下水道

使用料は、基本料金と人数割料金を合わせて１億７２５万１８７円、２目他会計負

担金の２億１２４万４４７円は、人件費、減価償却費補填補助金として一般会計から

繰り入れしています。３目その他の営業収益の雑収益では、新規加入金として７件分の

加入金でございます。続いて、２項営業外収益が２億５０５万１１３円で、主なも

のは、一般会計からの補助金が１億２３９万５５３円、長期前受け金戻し入れが１億

２５３万７３１円となっています。

次に、１５ページの支出でございます。１款下水道事業費用が６億０３０万６６

６円で、１項の１目管渠費が１２６万０４１円で、これは下水道本管、マンホール

ポンプ等の維持管理に係る経費でございます。２目処理場費が７１３万５６６円で、

町内１２カ所の処理場に係る経費でございます。１６ページの３目総係費は３１７万

９４３円で、職員４名の人件費、事務経費に係るものです。１７ページの４目減価償

却費は３億５９７万９５３円でございます。２項営業外費用が１億２４１万０

８１円で、企業債償還利息が１億２３９万５５３円となっています。

次に、１９ページをお願いします。資本的収入及び支出で、１款資本的収入が２億

５６９万０００円で、１項１目企業債で建設改良企業債が５６０万円、資本費平準

化債１億７３０万円、２項１目１節の国庫補助金は社会資本整備総合交付金で６４

２万０００円の収入となっています。
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２０ページの資本的支出は４億７５０万１２２円で、１項の建設改良費、２目１

節委託料では、統廃合計画に係る委託料が２件、処理場の長寿命化に係る委託が１件と

なっています。２節の工事請負費は７００万７４１円でございます。

次に、２１ページの固定資産明細書では、表の右下の年度末償却未済額は９９億８

６２万５４９円となっています。

次に、２２ページから２７ページにかけては、企業債明細表でございます。２７ペー

ジ、右下の未償還残高は５０億８２５万１６４円となっています。

参考資料としまして、補填財源明細書、固定資産減価償却明細書、経営分析書を添付

させていただいております。そのほかにも決算説明資料につきましても添付しておりま

すので、ごらんいただきたいと思います。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議いただきますようお願い

いたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第９５号議案の提案説明が終わりました。

ここで暫時休憩をいたします。再開を２時１５分といたします。

午後１時５８分休憩

午後２時１５分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

次に、第９６号議案、平成２９年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の件について、

提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９６号議案、平成２９年度公立神崎総合病院事業会計決算認

定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づきまして、監査委員の審査意

見書を付して議会の認定を求めるものでございます。

国の医療費抑制策、深刻な医師不足等により、全国の自治体病院の経営は非常に厳し

い状況が続いております。そのような中、公立神崎総合病院では、兵庫県から大阪医科

大学での地域総合医療科学の寄附講座設置により、大阪医科大学から内科医師１名、総

合診療医師１名、また、神戸大学からリハビリテーション科の非常勤医師を派遣してい

ただいております。しかし、内科においては、常勤医師の不足がいまだ続いており、地

域住民の皆様に御迷惑をおかけしていると同時に、経営状況は極めて厳しいものとなっ

ています。このような状況下ではございますが、当院は地域医療の拠点病院として、地

域住民の皆様に安全・安心な生活を送っていただくため、よりよい医療の提供に向けて

職員が一丸となって懸命に努力いたしております。

公立神崎総合病院事業会計の平成２９年度の決算状況でございますが、入院患者数３

万５２０人、１日当たりの患者数が１０⒏３人、外来患者数は１１万７９６人、１
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日当たり４６⒍４人、収益的収入では３０億２９３万３７７円、収益的支出では３１

億３６７万３９７円、収益的収支額はマイナスの０７４万０２０円、資本的収

入では３億５３５万０００円、資本的支出では５億８５２万８０３円、資本的収

支額はマイナスの１億３１７万８０３円でありますが、当年度分損益勘定留保資金

等で補填いたしております。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、病院総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

病院藤原総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 広行君） 病院総務課、藤原でございます。それでは、

病院事業会計の決算詳細説明をさせていただきます。

まず、決算書の１ページをお願いいたします。決算報告書の収益的収入及び支出で消

費税込みの数字でございます。収入では、病院事業収益で決算額が３１億８２７万８

３９円、内訳は、医業収益、医業外収益でございます。

次に、２ページで、支出では、病院事業費用といたしまして決算額３１億７８３万

５８３円、内訳は、医業費用、医業外費用でございます。詳細は明細書で御説明申し

上げます。

次に、３ページをお願いします。資本的収入及び支出の収入では、決算額で３億５

３５万０００円で、企業債出資金及び貸付金返還金でございます。４ページの支出で

は、決算額５億６３６万８１０円、内訳は、建設改良費、企業債償還金及び投資で

ございます。同様に、詳細は明細書で御説明申し上げます。

次に、５ページをお願いいたします。損益計算書でございます。これは消費税抜きで

記載いたしております。医業収益では２５億５４８万８８９円、医業費用では、給

与費などで３０億５６６万８２２円、医業損失が４億０１７万９３３円でござ

います。医業外収益では、負担金交付金などで５億７４４万４８８円、６ページの

医業外費用は支払い利息及び企業債取扱諸費などで１億８０１万５７５円、医業外利

益が４億９４３万９１３円、経常損失が０７４万０２０円でございます。当年度

純損失が０７４万０２０円となりました。前年度繰り越し欠損金が８億３３６万

２０５円で、当年度未処理欠損金が８億４１０万２２５円となっております。

次に、７ページをお願いいたします。貸借対照表でございまして、固定資産で有形固

定資産の土地、建物、構築物、器械及び備品、車両で有形固定資産の合計が３３億１

８７万４６８円でございます。投資その他の資産として、長期前払い消費税などで

４５６万１００円、固定資産合計で３４億６４４万５６８円となります。

８ページでは、流動資産は医業未収金などで５億０４５万２３５円となり、資産合

計で３９億６８９万８０３円となっています。負債の部の固定負債は、企業債とし
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て１８億８０８万２２１円、流動負債として１年以内の償還期限を迎える企業債な

どで９億５９６万７３２円、繰り延べ収益の長期前払い金などで５４６万４６

４円、負債合計で２８億９５０万４１７円となっています。

９ページをお願いいたします。資本金は２０億１４９万６１１円、欠損金の当年

度未処理欠損金が８億４１０万２２５円となり、資本合計が１１億７３８万３

８６円、負債資本合計が３９億６８９万８０３円でございます。

１０ページは、キャッシュフロー計算書で、業務活動によるキャッシュフローではマ

イナス１億０３６万３８８円、投資活動によるキャッシュフローでは、マイナスの

２億５４３万３０３円、財務活動によるキャッシュフローが２億２２５万５０

０円で、資金の増加額がマイナス３５４万１９１円となりました。資金期首残高が

２億５７７万０９５円でしたので、資金期末残高が１億２２２万９０４円とな

りました。

１１ページ、１２ページにつきましては注記表でございます。

次、１３ページでは、欠損金計算書で、前年度処分額につきましては、前年度の３月

議会で処分について議決をいただいたものでございます。当年度変動額については、自

己資本金について１億０４５万０００円の一般会計からの出資金です。当年度末残

高資本合計は、右下の１１億７３８万３８６円となりました。欠損金処理計算書も

記載していますが、処理はございません。

次に、１５ページから１７ページでは、町長の提案説明及び３３ページ以降の収益費

用明細書と重複いたしますので、省略させていただきます。

１８ページでは、議会議決事項でございまして、５件でございます。

１９ページは部門別職員数でございますが、平成３０年３月３１日現在で医師が２１

人、看護師が１１９人、医療技術員が５９人、事務員４９人、労務員４６人、合計２９

４人でございます。

次に、２０ページの工事及び資産購入でございます。建設工事は、病院北館改築工事

監理業務で２８６万１１２円と、病院北館改築工事で１億２００万円です。車両

購入では、透析患者の送迎用の福祉車両の購入で２５２万８５７円。２１ページから

２２ページの資産購入は、医療器械等５１品目で８１１万９００円となっておりま

す。

次に、２３ページの業務量の患者数の状況でございますが、入院では３万５２０人、

外来は合計で１１万７９６人でございます。中段でございます。休日夜間時間帯の患

者数は０３７人でございます。

２４ページの手術件数につきましては、合計で３７５件、次に、２５ページで、分娩

数は１００件、エックス線件数が３万９７６件、検査件数は外注検査を含めまして合

計で５５万０７４件、ＣＴ件数は２１５件、解剖はゼロ件、ＭＲＩ件数は４９７

件でございます。
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２６ページの調剤件数でございますが、入院、外来合計で３万４６５件。給食数は

患者食と患者外食合計で１１万６４１食でございます。

２７ページの大畑診療所の状況でございますが、患者数１３５人、収益が１０６万５

４３円でございます。２８ページの病床利用状況は、病床数１５３床、年延べ稼働病床

数５万１９５床、年延べ入院患者数３万５２０人、病床利用率は７３％でござい

ます。

次に、２９ページから３１ページの事業収入及び事業費用に関する事項でございます

が、事業収入に関する事項の主なものとしまして、医業収益の入院収益は１４億２５

１万９８２円で、前年比較１億４３５万８２３円の減、外来収益９億５６３万

９５６円で、前年比較２５８万２９９円の減、医業収益合計では２５億５４８万

８８９円、前年比較１億９４３万６４８円の減、医業外収益の合計では５億７

４４万４８８円で、前年比較６５３万８８８円の増、合計では３０億２９３万

３７７円で、前年比較２８９万７６０円の減でございます。

次に、３０ページ、事業費用に関する事項で、主なものとしまして、医業費用のうち

給与費で２１億２０３万１５０円で、前年比較１０７万３１３円の減、材料費は

３億４３９万４１３円で、前年比較２２３万５６０円の減、経費は３億３２

８万４２０円で、前年比較３５５万０４４円の減、減価償却費は２億６０３万

９７５円で、前年比較３７３万３９５円の増で、これらは電子カルテ導入による

医療機器の購入による増となっております。合計で３０億５６６万８２２円で、前

年比較１８０万６７９円の減、医業外費用の合計は１億８０１万５７５円で、前

年比較８６６万１６６円の減、事業費用合計では３１億３６７万３９７円で、

前年比較０４７万８４５円の減、事業収入額ではマイナスの０７４万０２０円、

前年比較７５７万０８５円の増でございます。

３１ページの資本的収入及び支出に関する事項につきましては、後ほど資本的収支明

細書で御説明申し上げます。

３２ページをお願いします。企業債他会計借入金及び一時借入金の概況の企業債は、

本年度借入額の財政融資資金１億１３０万円、これは北館改築工事及び医療機器購入

分でございます。一時借入金につきましては、年度末残高で２億円でございます。

次に、３３ページ、収益費用明細書でございます。まず、医業収益で２５億５４８

万８８９円、内訳は、入院収益、外来収益、大畑診療所収益、その他医業収益でござ

います。医業外収益は５億７４４万４８８円、１目負担金交付金につきましては、

一般会計からの繰入金でございます。補助金、患者外給食収益、長期前払い金戻入、そ

の他医業外収益が内訳でございます。

次に、３６ページは、費用の部でございます。医業費用で３０億５６６万８２２

円、給与費が２１億２０３万１５０円で、病院は人的サービス事業であることから、

給与費が最も高い割合を占めております。
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３９ページの２目材料費は３億４３９万４１３円で、薬品費、診療材料費、給食

材料費、医療消耗備品費でございます。３目経費が３億３２８万４２０円で、報償

費から４３ページの雑費まででございます。４目公債費につきましては、１３６万４

９４円、５目減価償却費は２億６０３万９７５円で、建物などの減価償却費でござ

います。６目資産減耗費は、固定資産の除却費で５００万円、７目研究研修費は０８

６万０７５円で、謝金、図書費、旅費、研究雑費でございます。８目大畑診療所費用

が２６７万２９５円で、看護師給から需用費まででございます。医業外費用では１億

８０１万５７５円で、支払い利息及び企業債取扱諸費などでございます。

次に、４６ページは、資本的収支明細書でございます。資本的収入の企業債が１億

１３０万円で、病院増改築分及び医療機器購入分でございます。出資金は１億０４５

万０００円で、一般会計からの通常の出資分、合併特例債分、耐震交付金分、及び過

疎債分でございます。貸付金返還金は３６０万円で、医師修学資金貸付金の返還分でご

ざいます。

資本的支出では、建設改良費では病院増改築事業費で、北館改築に伴う監理業務委託

料２８６万１１２円及び工事請負費１億２００万円、器械備品購入費で８１１

万９００円、透析患者の送迎用車両購入費で２５２万８５７円、北館改築工事に係

る職員１名の人件費８７３万４３４円、企業債償還金で２億９４９万５００円、

看護師修学資金で４８０万円でございます。

次に、４９ページの有形固定資産明細書でございます。当年度増加分は、器械及び備

品の購入分８１１万９００円、車両２６３万８５７円、建設仮勘定１億３５９

万５４６円、減少分は除却したもので、器械及び備品分でございます。

次に、５０ページの企業債明細書でございますが、本年度の借り入れは、財政融資資

金、平成３０年３月２６日の分の１億１３０万円の北館改築工事の監理、工事分及び

医療器械購入分でございます。

５１ページから５６ページは固定資産減価償却明細書で、記載のとおりでございます。

５７ページは補填財源明細書でございます。一番下の計が留保資金と言われるもので

ございまして、１２５万９７１円となっております。

以上で病院の決算につきまして説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第９６号議案の提案説明は終わりました。

以上で１３件の決算認定の提案説明が終わりました。

ここで、監査委員から平成２９年度神河町各会計決算について審査の結果を報告して

いただきます。

清瀬代表監査委員。

○代表監査委員（清瀬 茂生君） 失礼いたします。代表監査委員を仰せつかっておりま

す清瀬でございます。平成２９年度の決算審査報告の前に一言御挨拶を申し上げます。

－１４２－



この１年間、監査資源が限られる中において、効率的かつ効果的な監査を行うことを

念頭に、例月出納検査、定期監査、決算審査の業務に携わってまいりました。

地方自治体を取り巻く情勢は、人口減少や少子高齢化がますます進行し、地方財政も

さらに厳しさを増している状況です。このような状況の中で地方公共団体に対しては、

人口減少社会における合意形成が困難な課題について解決することが期待されるととも

に、住民福祉の増進に努め、最小の経費で最大の効果を上げられるよう、その事務の適

正性の確保の要請が従前より高まっております。

決算審査を初め、各監査の過程において、担当職員の真摯な対応と質疑に対する的確

な答弁に接し、それぞれの担当部署での課題に対し、積極的、精力的に取り組まれてい

る姿勢に対して高く評価するところでございます。

近年、住民の行政運営に対する監視の目も鋭くなってきております。今後も高度化、

多様化する住民の行政サービスへの要求に対し、その信頼を得るべく一層の努力を期待

します。

それでは、私のほうから、平成２９年度神河町各会計の決算審査について報告いたし

ます。

地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５項並びに地方公営企業法第３０

条第２項の規定により、町長から審査に付された平成２９年度神河町各会計決算書、歳

入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書について、事項

別、課ごとに説明を聴取し、関係法令に準拠して作成されているか、決算計数が正確で

あるか、予算が適正かつ効率的に執行されているかなどについて、関係諸帳簿及び証拠

書類の照合のほか、必要と認めるその他の審査を、役場３階第１会議室及び公立神崎総

合病院会議室において、平成３０年７月６日、１０日、１２日、１７日、１９日、２４

日、２７日の７日間にわたり、小寺俊輔議会選出監査委員とともに実施いたしました。

審査の結果といたしましては、各会計の決算書、歳入歳出事項別明細書並びに附属書

類はいずれも法令に準拠して作成されており、決算計数は、関係諸帳簿及び証拠書類と

照合した結果、適切に処理されていることを認めました。

各会計決算に係る審査意見はそれぞれ決算書に添付されているとおりでございますの

で、概要を報告させていただきます。

平成２９年度は「銀の馬車道 鉱石の道」が日本遺産に認定されるという明るい話題

で始まりました。あわせて整備した道の駅「銀の馬車道・神河」が１１月に、また、峰

山高原スキー場も１２月にオープンし、多くの来客でにぎわいました。神河町の認知度

が高まった年になったのではないかと思います。また、引き続き人口減少対策を重要施

策として位置づけ、若者向け住宅取得支援事業などの移住定住促進事業を推進されまし

た。あわせて、地域創生事業として特色ある事業を積極的に展開されました。ケーブル

テレビ超高速ブロードバンド基盤整備事業、橋梁長寿命化修繕事業などのインフラ整備

も実施され、各区の要望事業についても２９年度に予定された工事は全て完了しており
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ます。そのほか多くの事業に取り組まれた努力は評価します。

しかし、一方では、普通交付税が本来の一本算定に向けて、平成２８年度から５年間

にわたって段階的に縮減されるなど、税収、交付税等の一般財源が減少していく傾向に

あり、財政の弾力化を示す経常収支比率も悪化しています。今後も高い水準で推移して

いくものと推測され、厳しい財政状況となっております。

財政健全化指標のうち実質公債費比率は、前年度比３ポイント悪化の１⒍０％、将

来負担比率は、前年度比⒐５ポイント悪化の４⒋２％となっています。

また、平成２９年度から過疎対策事業債の発行が可能となり、有利な財源として活用

する一方で、地方債への依存度が高くなっております。今後、さらに歳入増に向けた取

り組みを進めるとともに、既存の事務事業の廃止、見直し等も視野に入れ、引き続き財

政基盤の強化と持続可能な行財政運営を行っていただきますよう望みます。

まず、一般会計について報告いたします。

平成２９年度一般会計決算は、歳入総額１００億４３７万０００円、歳出総額９

７億１７３万０００円で、歳入歳出差し引き額、形式収支は２億２６３万００

０円となり、ここから３０年度へ繰り越すべき財源６４０万０００円を差し引いた

実質収支額は２億６２２万０００円の黒字決算となっております。

歳入の主な内容でございます。普通交付税は前年度比１億１８６万０００円の減、

特別交付税は８００万円の増となり、地方交付税全体では前年度比で７％の減とな

りました。しかし、特別交付税については、当初予算額よりも多くの交付を受けること

ができ、当町のさまざまな取り組みに対する評価のあらわれと考えます。当局の財源確

保の努力を評価します。

町債は、過疎対策事業債９億１００万円の増、辺地対策事業債３億７８０万円の

増、教育等施設整備事業債１億７９０万円の増などにより、前年度比７⒐２％の増と

なりました。

町税は、固定資産税で関西電力大河内発電所の減価償却等による１２２万０００

円の減などにより、前年度比⒈１％の減となりました。

国庫支出金は、地方創生拠点整備交付金１億９８８万０００円の増、地方創生推

進交付金７１１万０００円の増などにより、前年度比で１⒎０％の増となりました。

県支出金は、道の駅整備費補助金０２２万０００円の増などにより、前年度比⒎

７％の増となりました。

また、寄附金では、まち・ひと・しごと創生寄附金４００万０００円の増、指定

寄附金２００万円の増などにより、前年度比１５⒊７％の増となりました。

次に、歳出の主な内容でございます。

総務費は、ケーブルテレビ超高速ブロードバンド基盤整備事業３億２６０万００

０円の増、公共施設維持管理基金積立金８７１万０００円の増、地方創生推進交付

金事業３４６万０００円の増などにより、前年度比で２⒋９％の増となりました。
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衛生費は、公立神崎総合病院への補助金、出資金１億７９４万０００円の増、家

庭用生ごみ処理容器購入補助金４９６万０００円の増などにより、前年度比⒐７％の

増となりました。

商工費は、峰山高原スキー場整備事業６億６２７万０００円の増、地方創生拠点

整備交付金事業２億９９６万０００円の増などにより、前年度比３３⒏９％の増と

なりました。

公債費は、元金１２１万０００円の減、利子２０１万０００円の減で、前年

度比で⒋０％の減となりました。

なお、特に次の１３点について意見をさせていただきます。

１、内部統制システムの運用の決定を図られたい。

２、各課における窓口での現金収受や金銭の代用となる証券の扱いについては、現金

のダブルチェックの励行や郵便切手受け払い簿などによる管理を行って、事故を防止さ

れたい。

３、補助金交付団体の会計処理は、要綱に基づいて適正に管理を行うこと。所管課の

責任において、支出の成果を確認し、決算内容によっては補助金額の見直しも検討され

たい。

４、職員の健康管理面から、超過勤務が常態化しないよう適正配置や事務分掌に十分

な留意を払われたい。

５、町内の公共施設等は老朽化が進んでおります。公共施設等総合管理計画に沿って、

長寿命化のための補修や更新、統廃合などを着実に進められたい。

６、学校統廃合後の跡地利活用は、ＰＦＩ事業の見直しを含めて、あらゆる角度から

検討し、その方向性を早期に確立されたい。

７、公会計制度導入より、統一的な財務書類（４表）が作成されたことは評価できる。

今後はより精度を高め、効率的な行財政運営に活用されることを期待します。

８、定期的な棚卸しに基づく備品管理台帳の整備などにより、適正な財産管理に努め

られたい。

９、町税等滞納整理委員会において、各課間連携を一層強化して、適切な債権管理に

取り組まれたい。未収金回収の法的手続（裁判所への申し立て）は、公立神崎総合病院

のみならず、他の債権での実施も視野に入れ研究されたい。

１０、地域創生事業は、多くの事業に挑戦されていることは評価する。今後は実績に

基づく事業の精査を行われたい。

１１、関係課が複数にまたがる事業では、各課間の調整、情報共有を徹底し、円滑な

事業実施を望む。

１２、公立病院を設置している町として、地域包括ケアシステムの構築に向けての関

係各課の密接な連携による精力的な取り組みを期待する。

１３、各課から提出された事務事業管理シートを確認しました。シートは単なる提出

－１４５－



資料としてだけではなく課内管理のためにも活用して、ＰＤＣＡサイクルを順調に回せ

るよう期待します。

以上、１３点について特に意見を述べさせていただきました。

次に、介護療育支援事業特別会計でございます。

小児療育事業の登録者は、就学前児７８名、就学児６９名となっております。利用児

や保護者への直接的支援はもとより、学校や各町保健担当、中播磨健康福祉事務所等と

も連携し、子供たちを支える仕組みが定着しております。相談内容が年々複雑、多岐に

わたる中で、相談者の意向や内容に応じて、柔軟にきめ細かな相談業務を実施されてい

ることは評価します。

その中で、障害のある子供たちの学校卒業後の問題について、障害児進路部会が機能

し、姫路公共職業安定所等の雇用関係機関や教育機関など他機関と協働ができる体制は

できておりますが、成人期の就労については、地元で働ける場を開拓することが課題と

なっております。

多様な支援ニーズに対応することは容易ではありません。保護者の高齢化に伴い、親

亡き後の不安を抱える方がふえています。また、近年は、通常学級に在籍している境界

域の子供への支援、精神障害者に対する理解促進などが求められています。個々の事例

に対して丁寧な相談業務を重ねられ、引き続き充実したサービスの提供に努められるこ

とを期待します。

次に、国民健康保険事業特別会計でございます。

国民健康保険税の徴収率は７⒌２％となっており、２９年度末の収入未済額は９８

４万０００円となっております。徴収率が低く、滞納額も高額となっていることから、

一層の徴収強化を図っていただくとともに、被保険者の状況に応じ、納税相談等による

適切な対応をお願いします。また、加入、脱退の際の届け出の必要性について周知徹底

を図り、公平で実態に即した事業の運営を求めます。

歳出の中で最も大きな割合を占める保険給付費は、昨年度比０１５万０００円増

の９億３００万０００円となっております。高額医療が多く発生したことが増加の

主要因です。

健康づくりの大切さについて、ＰＲをさらに工夫され、関係課が連携し、急激な保険

料の増加を招くことのないよう、安定的な財政運営に努められることを期待します。

次に、後期高齢者医療事業特別会計でございます。

後期高齢者医療保険料の徴収率は９⒐７％となっており、２９年度末の収入未済額は

４６万０００円となっております。

平成２０年度の制度開始からの被保険者の伸びは⒈０９％で、医療費も徐々に増加し

ており、２９年度は前年度と比較して⒈０３％の伸びとなっております。超高齢化社会

へ向かう中、医療費は今後も増加していくものと思われます。関係課が連携し、特定健

診の受診率を向上させるなど、医療費抑制、高齢者の健康増進につながる取り組みの継
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続を期待します。

次に、介護保険事業特別会計でございます。

介護保険料の徴収率は９⒏８％となっており、２９年度末の収入未済額は３２０万

０００円となっております。

保険給付費では、介護サービス給付費等諸費が１１億７７６万０００円となって

います。認知症予防教室、転倒予防教室などを継続して実施され、多くの参加者を得て

おり、また、地区巡回等により高齢者が気軽に集える場づくりも支援されております。

今後、地区ごとに設置される生活支援協議体のさらなる設立を推進するため、生活支援

コーディネーターと連携し啓発を行い、住みなれた地域で暮らし続けることができるよ

う、地域における支え合いの体制づくりをより一層推進していただくことを望みます。

介護予防や生活支援、健康づくりについてさまざまな事業を積極的に展開されている

ことは評価します。予防に力を入れ、要介護になる方を減らすことは、本人、家族の負

担、また財政負担の軽減のために非常に重要です。今後も地域に根差した取り組みに期

待します。

次に、土地開発事業特別会計でございます。

平成２４年度にしんこうタウンの第３期、２７区画が販売開始となりました。若者世

帯住宅取得支援事業の諸施策や紹介報奨金の導入などにより、２９年度末で残り７区画

となりました。

今後は、しんこうタウン、秋桜たうんの適正な管理とあわせて、カクレ畑の分譲促進

の取り組みに期待します。

次に、訪問看護事業特別会計でございます。

かんざき訪問看護ステーションでは、利用者、家族にとって必要なケアの保証を目的

として、多くの専門スタッフがさまざまな角度から支援する体制がとられており、また、

２４時間３６５日電話対応や緊急時訪問にも対応されていることは高く評価します。地

域包括ケアシステムの構築が進む中、重度化した要介護者、療養者の在宅療養支援が大

きな課題となっております。利用者の８割が７０歳以上で、医療依存度の高い利用者が

ふえている一方で、高齢独居の世帯、超高齢夫婦の世帯が増加しており、医療、介護の

両面から専門性の高いサービスの提供が求められています。

今後、さらにこの事業は必要とされていくと思われます。より地域に根差した訪問看

護が行えるよう、病院、開業医との連携を深め、引き続きの事業推進を望みます。

次に、産業廃棄物の処理事業特別会計でございます。

２９年度は２万８４⒌１トンが投入され、７⒎７５％の占有率となっております。

占有率が上がっていることから、現施設の延命、もしくは新施設の整備の可能性も含め

て、今後の事業運営についての検討が必要かと思われます。

施設の運営については適正、円滑に利用されるよう、引き続きの努力を望みます。

次に、寺前地区振興基金特別会計でございます。
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歳入決算額、歳出決算額ともに３２１万０００円となっています。この会計の財源

は基金からの繰入金が主なもので、引き続き適切、効率的な基金の管理、運営を望みま

す。

次に、長谷地区振興基金特別会計でございます。

歳入決算額、歳出決算額とも３６２万０００円となっております。この会計の財源

は基金からの繰入金が主なもので、引き続き適切、効率的な基金の管理、運営を望みま

す。

以上で一般会計及び特別会計を終わります。

次に、水道事業会計でございます。

平成２９年４月から簡易水道等事業を上水道事業に統合し、より一層の経営基盤の強

化に努められたこと、また、有収率向上のため、漏水調査を実施し、漏水修繕について

は、可能な限り直営工事を行い、経費の削減を図られたことは評価します。

使用料の未収金については、給水制限、停止等を構えた納付指導を継続されています

が、現年度分、過年度分合わせて５３３万０００円の滞納が発生しており、前年度

と比べて２６６万０００円増加しております。

町税等滞納整理委員会において、各課債権回収について連携して取り組まれています

が、昨今の景気状況や高齢化により滞納は増加傾向が続いております。人口減により料

金収入の増加も簡単に見込めません。今後も徴収見込みを的確に把握し、公正かつ合理

的、能率的な徴収を行っていただき、確実で安定的な経営に結びつけていく必要があり

ます。

また、漏水が多発する老朽管の更新を実施するなど、施設の老朽化、耐震化対策を行

うことにより、引き続き安全で安定した水道水の供給に努められることを期待します。

次に、下水道事業会計でございます。

生活排水処理率は９⒏７％と高く、引き続き快適な生活環境の提供が維持できており

ます。

使用料の未収金については、納付指導や訪問等による精力的な徴収を継続されており

ますが、現年度分、過年度分合わせて２８６万０００円の滞納が発生しており、前

年度と比べて１６３万０００円増加しております。不納欠損処理は１件で１１万３

００円となっております。

水道事業会計と同様、町税等滞納整理委員会において各課債権回収について連携して

取り組まれておりますが、昨今の景気状況や高齢化により滞納は増加傾向が続いていま

す。平成２９年度は、世帯数がふえたことにより、使用料はわずかな減少にとどまりま

したが、厳しい経営状況に変わりはありません。今後も徴収は見込みを的確に把握し、

公正かつ合理的、能率的な徴収を行っていただき、確実で安定的な経営に結びつけてい

く必要があります。

近年、施設の老朽化に伴う支出が増加していますが、下水道統廃合計画に基づいた施
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設の統廃合及び長寿命化など、下水道事業を将来にわたり継続するための経営の健全化、

安定化に向けた取り組みを期待します。

最後に、公立神崎総合病院事業会計でございます。

経営状況は、入院収益で前年度比⒎８％のマイナス、電子カルテの導入などによる減

価償却費で前年度比３⒐２％ふえたこと等により、０７４万円の赤字となりました。

費用面では給与費において職員の退職手当組合負担金の負担率の軽減があったことに

より減額、材料費は診療材料費において入院患者が減ったことにより減額となり、費用

全体では約０４７万円の減となりました。

深刻な医師不足が国全体の問題となっている中で、従来からの医師確保に向けた取り

組みにより、引き続き総合診療医、内科の非常勤医師の派遣を受けたことは評価します。

しかし、内科医はいまだ充足しておらず、その確保が急務となっております。医師を確

保し、休日夜間救急体制を強化することは、経営はもとより、地域からの信頼をさらに

高めるために非常に重要です。引き続きの努力をお願いします。

また、平成２９年度から、透析患者の送迎サービスを実施され、多くの方が利用され

ています。一層のサービスの充実を望むとともに、今後もこのような患者、地域に求め

られるサービスを積極的に実施していただくことで、より地域に根差した病院を目指し

ていただきたいと思います。

北館改築事業、診療報酬制度への適切な対応等、多くの課題がありますが、公立神崎

総合病院将来ビジョンや、公立神崎総合病院改革プランをもとに、地域包括ケアシステ

ムの構築による役割を認識し、地域の福祉の核となるような取り組みを期待します。ま

た、経営状況については、幹部だけではなく、医療スタッフ等にも十分認識していただ

き、危機感を持って経営改善に努めていただくことを望みます。

医療環境や時代の変化に伴い、病院に求められる役割も変化していきます。地域の病

院としてより信頼される病院づくりを目指した取り組みを期待します。

以上、一般会計ほか１２会計に対する意見の概略を報告させていただきました。あり

がとうございました。

○議長（安部 重助君） 代表監査委員の決算審査報告が終わりました。

それでは、ただいまより審査報告に対する質疑を受けますが、監査委員の日程の都合

上、本日のみ出席いただくことになっておりますので、御了承を願います。

どなたか質疑ありますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。

それでは、これをもって審査報告に対する質疑を終結いたします。どうも御苦労さま

でした。

以上１３件の決算の質疑については第４日目に行い、本日は説明のみにとどめます。

・ ・
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○議長（安部 重助君） ここでお諮りいたします。日程の途中ですが、本日の会議はこ

れで延会いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。本日はこれで延会とすることに決

定しました。

次の本会議は、あす９月７日午前９時再開いたします。

本日はこれで延会いたします。どうも御苦労さんでした。

午後３時０８分延会
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